
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  



は じ め に 
 
 
 

 小千谷地域の消防組織については、昭和５４年４月１日に小千谷市及び川口町の１

市１町で小千谷市川口町衛生消防組合として発足し、昭和６３年４月１日山古志村の

加入により小千谷地域広域事務組合の「小千谷地域消防本部・消防署」として広域消

防に取り組んできました。 

その後、平成１７年に山古志村、平成２２年に川口町が長岡市へ合併し、平成２２

年３月３０日をもって小千谷地域広域事務組合は解散となり、３１日から小千谷市が

事務を引き継ぐとともに長岡市川口地域（旧川口町）の消防事務を受託し、「小千谷

市消防本部・消防署」として現在に至っています。 

この消防年報は、消防本部管内の消防概況及び平成２８年中における消防業務に関

する諸業務について収録することにより、消防行政を推進する資料として活用すると

ともに、広く一般に紹介し、消防行政に対する理解を深めていただくために作成した

ものです。 

 本書により消防の現状を御理解いただくとともに、今後とも一層の御支援と御協力

を賜れば幸いに存じます。 

なお、火災・救急・気象などについては、平成２８年１月から１２月までの１年間

の統計でありますが、予算、施設及び人員等は会計年度、消防現勢については平成  

２９年４月１日現在としました。 

 
 
 

                 平成２９年６月  小千谷市消防本部 
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記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事

昭和 24年 8月 　小千谷町役場職員による常備消防隊発足

26年 1月 　本町・町役場に隣接し消防庁舎完成

10月 　専任職員７名による常備消防本部を設立

29年 3月 　小千谷町、城川村、千田村の合併により小千谷市制施行

32年 10月 　消防無線が初めて導入される

34年 8月 　小千谷市消防本部・消防署の設立（１６名）

35年 6月 　危険物安全協会北魚沼地区支会発足

36年 5月 　第１２回新潟県消防大会開催

40年 7月   小千谷市防火管理協会発足

10月 　既存庁舎が手狭となり、市民体育館下に仮移転する

41年 7月 　専用車による本格的な救急業務を開始

44年 7月 　総員３６名となり、一応の増員計画を終了する

11月 　化学車配備

45年 10月 　第２回全国消防操法大会に小千谷市消防団が、「小型ポンプの部」に出場

47年 3月 　城内１丁目に消防庁舎完成

49年 9月 　２Ｂ型救急車配備、救急車２台となり救急体制が充実する

10月 　２４ｍ級はしご車配備

50年 4月 　職員が４名増員され、定員４０名となる

52年 11月 　救助工作車配備

53年 11月 　通信指令装置導入

54年 4月 　消防業務が小千谷市川口町衛生消防組合として広域化され新体制で発足

　（定員５２名）

55年 4月 　川口出張所開設（定員１１名）

56年 4月 　消防長が専任制となる

10月 　小千谷地域少年消防クラブ運営指導協議会発足

12月 　水槽付消防ポンプ自動車（３，０００ℓ）配備

57年 2月 　小千谷市消防団が日本消防協会より「纏」を授賞

　3月 　高速自動車国道関越自動車道（長岡インター～越後川口インター間）供用開始

　4月 　高速救急隊設置により４名増員となる

　7月 　小千谷地域少年婦人防火委員会発足

12月 　高速自動車国道関越自動車道（長岡インター～小出インター間）供用開始

58年 8月 　第３４回新潟県消防大会開催(会場　小千谷小学校）

59年 8月 　２Ｂ型救急車(４ＷＤ)導入(日本赤十字社寄贈）

１　小千谷市消防の沿革

年　・　月
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記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事

59年 9月 　第１回消防フェスティバル開催

60年 11月 　小千谷地域防火管理協会発足２０周年記念、防火講演会の開催（サンプラザ）

62年 2月 　化学消防ポンプ自動車Ⅱ型更新

10月 　小千谷市川口町衛生消防組合消防庁舎、訓練塔を新築移転

　第３回全国婦人消防操法大会において、「芋坂・時之島婦人消防隊」が優勝する

昭和 63年 4月 　山古志村の加入により、小千谷地域広域事務組合と名称変更する(定員66名）

11月 　山古志出張所開設（職員９名）

平成 元年 4月 　職員４名増員され６５名となる

　2年 10月 　第１２回全国消防操法大会に小千谷市消防団が「小型ポンプの部」に出場する

　4年 4月 　職員２名増員され６７名となる

10月 　第１３回全国消防操法大会に小千谷市消防団が「ポンプ車の部」に出場し、新潟

　県初の優良賞を受賞する

　5年 3月 　救助工作車Ⅱ型（伸縮式照明装置付）更新

　4月 　職員２名増員され６９名となる

　6年 4月 　職員２名増員され７１名となる

12月 　川口出張所消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型更新

　7年 10月 　第１１回全国婦人消防操法大会において「上ノ山婦人消防隊」が優良賞を受賞

　する

11月 　小千谷地域防火管理協会設立３０周年記念、防火講演会の開催(市民会館）

　8年 3月 　３７ｍ級はしご車更新

　9月 　水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型導入(日本損害保険協会寄贈）

11月 　高規格救急車配備

12月 　蒲原沢土石流災害新潟県応援派遣隊、第１次隊及び第５次隊として、それぞれ

　５名を派遣

　９年 7月 　山古志出張所救急車更新(日本赤十字社寄贈）

10月 　消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型更新

10年 9月 　小千谷市総合防災訓練実施

11年 7月 　川口出張所高規格救急車配備

12年 8月 　２Ｂ型救急車(４ＷＤ)導入(日本赤十字社寄贈）

14年 3月 　川口出張所訓練塔更新

4月 　新潟県消防防災航空隊へ１名派遣（２ヵ年間）

6月 　信濃川・魚野川水防演習参加（高梨地先）

15年 2月   消防本部融雪施設（さく井）工事

年　・　月
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記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事

平成 15年 3月   消防緊急通信指令装置導入

　9月 　新潟県・小千谷市合同総合防災訓練実施

11月 　高規格救急車（救急１号車）更新

　緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練参加(新潟市)

12月 　地域省エネルギー普及促進事業による消防庁舎空調・照明工事

平成 16年 7月 　７．１３水害が発生し、新潟県広域応援隊として、救助隊(ボート隊延べ１６

　名）を中之島町へ、救急隊(延べ９名)を見附市及び三条市へ派遣

　管内に７．１６水害が発生

　8月 　指令広報車（指令５号車）更新

10月 　２３日川口町を震源とする「新潟県中越大震災」が発生、新潟県広域応援隊及

　び緊急消防援助隊を受援

平成 17年 4月 　山古志村が長岡市への合併に伴い組合を離脱、山古志出張所及び備品等を移管

　し職員８名が長岡市へ移籍（定員６３名）

11月 　携帯１１９番直接受信整備工事

平成 18年 2月 　小千谷市消防団に司令車配備（日本消防協会寄贈）

　6月 　水槽付消防用自動二輪車（ミストドラゴン）２台配備（日本機械工業㈱寄贈）

11月 　川口出張所訓練塔災害復旧工事

平成 19年 1月 　消防庁舎車庫増築工事

　2月 　消防ポンプ自動車（災害対応型）配備

　7月 　新潟県中越沖地震発生、新潟県広域応援隊として消防隊(延べ２５名)及び救急

　隊(延べ６名)を柏崎市へ派遣

　9月 　資機材運搬車（指令２号車）更新

平成 20年 9月 　消防庁舎アスベスト除去工事

　 11月 　本署救急車(救急２号車)更新　(日本赤十字社寄贈）

平成 21年 2月 　化学消防ポンプ自動車(化学１号車)更新

平成 22年 3月 　川口町と長岡市の合併に伴い、小千谷地域広域事務組合を解散

　小千谷市消防本部・消防署に組織及び名称変更

　長岡市川口地域の消防事務を受託

9月 　消防緊急通信指令装置改修工事

12月 　救助工作車Ⅱ型更新

平成 23年 3月 　１１日宮城県沖を震源とする「東北地方太平洋沖地震」が発生

　緊急消防援助隊として消火部隊(延べ５５名)及び後方支援部隊(延べ２０名)を

　宮城県石巻市へ派遣

年　・　月

3



記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事

平成 23年 7月   新潟・福島豪雨が発生し、新潟県広域応援隊として救助隊（ボート隊延べ５名）

　を三条市へ派遣

　小千谷市豪雨災害対策本部設置

9月 　消防庁舎照明設備改修工事（ＬＥＤ照明入替）

平成 24年 1月 　小千谷市豪雪災害対策本部設置

2月 　高規格救急車（川口救急１号車）更新

4月 　新潟県消防防災航空隊へ１名派遣（３ヵ年間）

5月 　南魚沼市トンネル事故が発生し、新潟県広域応援隊として救助隊（延べ１５名）

　を南魚沼市へ派遣

9月 　小千谷市総合防災訓練実施

　位置情報通知システム（統合型）設置

12月 　消防ポンプ自動車（川口ポンプ１号車）更新

　本部消雪井戸改修工事

平成 25年 1月 　小千谷市豪雪警戒本部設置

2月 　小千谷市豪雪災害対策本部設置

6月 　消防庁舎空調メンテナンス工事

12月 　川口出張所浴室等改修工事

平成 26年 3月 　消防救急デジタル無線設備設置

4月 　消防救急デジタル無線運用開始

7月 　第６５回新潟県消防大会開催（小千谷大会）

10月 　高規格救急車（小千谷救急２号車）更新

平成 27年 7月 　川口出張所指令広報車更新

9月 　関東東北豪雨が発生し、緊急消防援助隊として消火部隊５名を茨城県常総市へ

　派遣

　気象観測装置更新（元中子）

10月 　川口出張所ロータリー除雪機更新

11月 　塩谷気象観測装置を新潟大学から譲受

12月 　消防ポンプ自動車（小千谷ポンプ１号車）更新

平成 28年 7月 　消防庁舎南面外壁タイル改修工事

　消防庁舎高圧受電設備改修工事

8月 　多目的車（指令１号車）更新

　防火指導車（指令３号車）更新

12月 　糸魚川大規模火災が発生し、新潟県広域応援隊として消火隊（延べ１０名）を糸

　魚川市へ派遣

平成 29年 1月 　特殊水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型（タンク１号車）更新

年　・　月

4



  
5 

２ 小千谷市消防本部の管轄区域の位置・地勢 

 

 当消防本部は、新潟県の中央部やや南に位置し、管轄区域は、小千谷市及び長岡市  

川口地域（旧川口町：長岡市から消防事務を受託）です。 

 

 方 位 経 緯 度 

東 
経 

極 東 １３８度 ５４分 

極 西 １３８度 ４４分 

北 
緯 

極 北  ３７度 ２３分 

極 南  ３７度 １２分 

長岡市

魚沼市

十日町市

小千谷市 

   ５０ｋｍ 

長岡市川口地域 



１

－

１

準 市 街 地 地 域 数

市 街 地
地 域 数

１

－

3,000人未満

～

10,000人未満

８６.１

　　　－

～
3,000人以上

～

5,000人未満

5,000人以上

２０.０１

４９.０

　　　　　－

３６，２７７

長岡市川口地域 ４，５４８ ４，５２８

４.１０

１

地域区分

小千谷市

１５５.１９

１５.００

最　高 最　低

３６，４５４ １７７

広　ぼ　う（㎞）

１９７

２０

　標　高（ｍ）

４１，００２ ４０，８０５

周囲（㎞）面積（ｋ㎡）
東　西 南　北

　（２）　面積・広ぼう

地域区分
人　　　　口 日本人 外国人

平成２９年３月末現在人口

平成２９年３月末住民基本台帳

人　　　　口 世　帯　数

３６，４５４ １２，７２３

地域区分
平成２７年１０月国勢調査

人　　　　口 世　帯　数

小千谷市

１，５３２４，５４８

４１，００２

１２，１６５

１，３８４

１４，２５５１３，５４９

　（１）人口・世帯数

３   管轄区域の情勢

小千谷市

合　　計

３６，４９８

４，４７７

４０，９７５

小千谷市

合　　計

１７.２１

２

１

1,000人以上

長岡市川口地域

合　　計

　５０.０３

２０５.２２

長岡市川口地域

合　　計

　　　－

※　平成２７年度消防力の整備指針に基づく市町村消防施設整備計画実態調査の数値

平成29.4.1 現在

平成29.4.1 現在

５８１.０

４３３.５

　　　－

　２７

長岡市川口地域

地域区分

その他の
地 域 数
（有・無）

　５０

　　　－

　（３）　市街地・準市街地等の状況

５

１

－

有

有

３

6



　（４）　消防職員及びポンプ車の人口・世帯に対する割合

区　　分

  194.76 96.00  662.00

消防職員１名当り 消防ポンプ自動車１台当り

人

２３８６８３

人　口

人

区　　分 所　　在　　地

職員・ポンプ車数

１６０番地３

構　造

平成29.4.1 現在

８，２００

世 帯 数

世帯

６０名 ５台

（小数点以下は四捨五入）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
|
ト

２
階
建

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
|
ト

消 防 署
消防本部

３丁目１番９号
小千谷市城内

川口出張所
（長岡市貸与）

長岡市

川口牛ヶ島

3,701.21 739.09 1,609.11

４　消防庁舎の現況

面　　　　　積　（㎡）

延建　　築敷　　地
設置年月日

３
階
建

昭和62年

10月 1日

昭和55年

 4月 1日

３.４

面　積

ｋ㎡

４１.０

世 帯 数

世帯

２，８５１

人　口面　積

ｋ㎡

7



予

防

係

消 防 本 部

第

一

小

隊

総 務 課

小 千 谷 市 長

消 防 署 予 防 課 警 防 課

５　小千谷市消防本部・署の機構

庶

務

係

警

防

係

通

信

指

令

係

救

急

係

危

険

物

係

第

二

小

隊

川

口

出

張

所

平成29.4.１ 現在
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平成29.4.1 現在

備　　　　考

初 位 下 松五郎 Ｓ 29. 3. 10 ～Ｓ 30. 4. 12 市 長 兼 務

２ 位 下 松五郎 Ｓ 30. 5. 1 ～Ｓ 34. 4. 20 〃

３ 佐 藤 武 Ｓ 34. 5. 1 ～Ｓ 38. 4. 29 〃

４ 佐 藤 武 Ｓ 38. 4. 30 ～Ｓ 42. 4. 29 〃

５ 佐 藤 武 Ｓ 42. 4. 30 ～Ｓ 46. 4. 29 〃

６ 佐 藤 武 Ｓ 46. 4. 30 ～Ｓ 50. 4. 29 〃

７ 星 野 行 男 Ｓ 50. 4. 30 ～Ｓ 54. 4. 29 〃

８ 星 野 行 男 Ｓ 54. 4. 30 ～Ｓ 56. 3. 31 〃

９ 若 井 保 Ｓ 56. 4. 1 ～Ｓ 60. 3. 31

10 石 坂 和 男 Ｓ 60. 4. 1 ～Ｓ 61. 12. 31

11 風 間 久 司 Ｓ 62. 1. 1 ～Ｓ 62. 4. 30 （消防長心得）

12 羽 鳥 昌 治 Ｓ 62. 5. 1 ～Ｈ 2. 3. 31

13 山 口 恒 Ｈ 2. 4. 1 ～Ｈ 4. 3. 31

14 風 間 久 司 Ｈ 4. 4. 1 ～Ｈ 11. 3. 31

15 本 田 晃 一 Ｈ 11. 4. 1 ～Ｈ 13. 3. 31

16 金 箱 貞 夫 Ｈ 13. 4. 1 ～Ｈ 15. 3. 31

17 中 村 繁 一 Ｈ 15. 4. 1 ～Ｈ 17. 3. 31

18 横 山 貴 吉 Ｈ 17. 4. 1 ～Ｈ 20. 3. 31

19 風 間 隆 一 Ｈ 20. 4. 1 ～Ｈ 21. 3. 31

20 瀬 沼 賢 一 Ｈ 21. 4. 1 ～Ｈ 24. 3. 31

21 大 塚 幸 夫 Ｈ 24. 4. 1 ～Ｈ 26. 3. 31

22 安 藤 高 志 Ｈ 26. 4. 1 ～Ｈ 28. 3. 31

23 瀬 沼 務 Ｈ 28. 4. 1 ～Ｈ 29. 3. 31

24 和 田 孝 史 Ｈ 29. 4. 1 ～

　在　　任　　期　　間　氏　　　　　名

６　歴代消防長・署長

区　　分

現在に至る

消
　
　
　
　
防
　
　
　
　
長

　（１）消防長
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平成29.4.1 現在

備　　　　考

初 山 崎 留 吉 Ｓ 34. 8. 1 ～Ｓ 35. 3. 31

２ 平 沢 恭 栄 Ｓ 35. 4. 1 ～Ｓ 40. 9. 30

３ 和 田 耕 作 Ｓ 40. 10. 1 ～Ｓ 48. 3. 31

４ 岡 忠 Ｓ 48. 4. 1 ～Ｓ 51. 3. 31

５ 和 田 明 Ｓ 51. 4. 1 ～Ｓ 56. 3. 31

６ 若 井 保 Ｓ 56. 4. 1 ～Ｓ 58. 6. 30

７ 風 間 久 司 Ｓ 58. 7. 1 ～Ｈ 2. 3. 31

８ 本 田 晃 一 Ｈ 2. 4. 1 ～Ｈ 11. 3. 31

９ 西 脇 英 郎 Ｈ 11. 4. 1 ～Ｈ 16. 3. 31

10 篠 田 敏 治 Ｈ 16. 4. 1 ～Ｈ 17. 3. 31

11 風 間 隆 一 Ｈ 17. 4. 1 ～Ｈ 20. 3. 31

12 安 藤 高 志 Ｈ 20. 4. 1 ～Ｈ 26. 3. 31

13 瀬 沼 務 Ｈ 26. 4. 1 ～Ｈ 28. 3. 31

14 和 田 孝 史 Ｈ 28. 4. 1 ～Ｈ 29. 3. 31

15 渡 邉 秀 樹 Ｈ 29. 4. 1 ～ 現在に至る

署
　
　
　
　
長

　在　　任　　期　　間　氏　　　　　名区　　分

　（２）署長
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階 級 消　防 消　防 消　防 消  防 消  防

区 分 司令長 司　令 司令補 士  長 副士長

1 6 21 12 2 7 49

1 4 2 2 2 11

階 級 消　防 消　防 消　防 消  防 消  防

区 分 司令長 司　令 司令補 士  長 副士長

4 4

4 4

4 1 5

8 8

1 6 7

9 9

8 8

3 2 5

1 4 5 10

1 7 25 14 4 9 60

59.0 55.9 48.1 35.3 29.0 22.3 41.1

３１～３５才

消防士

８　階級別消防職員年齢表

５６才以上

計

２１～２５才

平 均 年 齢

３６～４０才

４１～４５才

４６～５０才

５１～５５才

２０才以下

7 25

消 防 本 部(署)

合 計

（少数点第２位以下四捨五入）

川 口 出 張 所

合　　　　　計 1

平成29.4.1 現在

14 4 9 60

２６～３０才

７　階級別消防職員状況

消防士 合 計

（条例定数 63 人）
平成29.4.1 現在
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９　消防力の整備指針と現況

国 市 町 村 市 町 村

基準台数 基準台数 基準人員

（台） （台） （台） （人） （人）

消防ポンプ自動車 (第5条) 2 1 1 30 16

消防ポンプ自動車
(第5条
第5項)

－ 1 1 12 10

消防隊員

(第27条)

乗換運用

特 殊 車 等 (第16条) － 3 3 －

救急隊員

(第28条)

救助隊員

（第29条）

指揮隊員

（第30条）

非常用消防自動車等 （第17条） － 2 2 － －

非常用救急自動車 （第17条） 1 1 1 － －

（第31条） － － － 6 6

（第32条） － － － 7 1

（第34条） － － － 6 6

11 16 15 94 60

指 揮 車

－

－

1

2

1

2

庶 務 の 処 理 等 の 人 員

合　　　　　　　　　計

予　  　防　  　要  　　員

1

は し ご 自 動 車

化 学 消 防 車 (第8条)

(第7条)

救 急 自 動 車

1

通　　  　  信　  　  　員

3

1

（第15条） 1

(第14条)救 助 工 作 車

(第13条)

平成29.4.1 現在

現有人員現有台数

1 15

1

2

3

9

2 10

消防ポン
プ自動車

8

1 3

9
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83,884
(99,005) (99,005)

776

4.5 54,341

決算額 防災費

25 18,301,291 1,235,925 6.8 1,066,591

581,758
(99,655)

18,723,701

(99,655)

１０　消防予算

　（１）　一般会計に対する割合

一般会計

水防費

(単位：千円)

決 算 額

消防費

消防費 施設費
常  備

26,264

消防費

3.6 57,875

比率

5.4

消 防 費 内 訳

非常備 消  防
％

(99,655)

56,061

世帯数

27,255

60,379

※（　  ）内の数値は長岡市からの委託費。

55,426

27

578,301

839,005

838,467

637,130

23

24

25 1,136,920

１世帯当り(円)

66,430

66,130

22

39,085

38,544

年
度
別

世 帯 に 対 す る 割 合人 口 に 対 す る 割 合消 　防　 費

37,471

14,675

21,466

21,754

17,003

１人当り(円)

39,407

人口(人)

38,131 29,816

49,971

12,586

12,630

12,679

12,750

45,948

12,596 90,260

年
度
別

685 11,830

23 18,135,073 938,660 5.1

決算額(千円)※

22
678,412

(100,111)

(112,258)

(105,509)

(105,717)

(105,509)

　（２）　人口・世帯に対する割合

373569,946

29,247

(112,258)
82,82741,899

24 943,976

16,546,66127

25,86417,620,359 707,919 4.0 459 69,489
(105,717)
551,725

※長岡市からの委託費を除く。

26 602,202 37,836 15,916 12,691 47,451

749,388

26

558,096 55,991 30,655 2,435 291,482

17,605,212 653 281,197578,809

13



注

※（　　）内の数値は、長岡市からの委託費。

小千谷市

（川口地域）

・人口、世帯数に対する消防費の割合は、少数点以下四捨五入　

平成２９年度当初予算
消防費予算額の

世帯に対する割合

消防費予算額の

人口に対する割合

3.6

（人） （円）
世帯数

１世帯当り人　口 １人当り

ように表してあります。
・一般会計に対する消防費の比率は、少数点第２位以下四捨五入

36,454

消　　　　　防　　　　　費

　　　 区　分
　市

　　　　　　　　　　（単位：千円）

消  防

施設費消防費消防費

非常備常  備
防災費

49,059

　消防予算の表中、常備消防費、比率、人口、世帯に対する割合については、次の

（円）

12,72317,122小千谷市 624,18217,280,000

（％）

※　長岡市からの委託費を除く。

 （３）　平成２９年度予算状況

 （４）　一般会計との比　・　人口世帯との比

消防費

（千円）※

比率

　　　 区　分
　市 一般会計

（千円）

合　計

746,298

水防費

541,845 61,548 39,944 1,384 101,577

(122,116)
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平成29.4.1 現在

区分 名　  　　称 数　量 備　　考

　消防ポンプ自動車 ３　台 　P４４参照

　梯子車 １　台 　　〃

　化学車 １　台 　　〃

　水槽付消防ポンプ自動車 １　台 　　〃

　救助工作車 １　台 　　〃

　高規格救急自動車 ３　台 　　〃

　高度救命処置用機材 ３　式 　　

　多目的車 １　台 　P４４参照

　資機材運搬車 １　台 　　〃

　防火指導車 ２　台 　　〃

　指揮車 １　台 　　〃

　水槽付消防用自動二輪車 ２　台 　　〃

　救命ボート １　隻

　ロータリー除雪機 １　台

　消防救急デジタル無線装置 １　式

　位置情報通知システム（統合型） １　式

　消防緊急通信指令システム １　式

　消防情報支援システム １　式

　気象観測装置 ２　式 元中子、塩谷地内設置

　雨量観測計（５台分） １　式

　消火訓練用シミュレーター装置 １　式

　高度救命処置訓練人形 １　体

　消防ポンプ自動車 ７　台 　P６６参照

　積載車 ３３台 　　〃

　司令車 １　台 　　〃

　指揮広報車 １　台 　　〃

　水出し操法用小型動力ポンプ １　台

　緊急時用飲料水精製装置 １　台

※１件１００万円以上の物品及び車両

１１　消防財産

消
　
防
　
本
　
部
　
・
　
消
　
防
　
署

消
　
防
　
団
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装 置 の 名 称 装　　　　置　　　　の　　　　機　　　　能

１２　消防通信施設

　（１）　通信指令施設

平成29.4.1 現在

容　　量 実　　装

１ １ ９ 番 受 付 回 線 ２０ ８

消防緊急通信指令システム 局 線 回 線 １０ １

指　　　令　　　台 指 令 回 線 １５ ２

富 士 通 専 用 回 線 １０ ４

内 線 回 線   ５ ２

１１９回線の着信応答時、録音開始時刻を記録するとともに
通話音声を自動録音する。（デジタル録音媒体）

メ ー ル １ １ ９ 通 報
事前に登録した聴覚障がい者より、携帯電話メール及びパソ
コンメールで１１９番要請を専用のパソコンで受信する。

１０ ５

災害出動に伴う内容を音
声によって案内するサー
ビス。 ３０

自 動 順 次 指 令 装 置

５
自 動 案 内 装 置

位置情報通知システム
ＮＴＴ固定電話・ＩＰ電話及び携帯電話等から１１９番通報
時の発信位置情報が通知され、位置を自動的に指令装置地図
上に表示する。

非 常 用 指 令 設 備
指令電話装置の中枢機能障害時、指令台に代わって１１９番
の受信及び個別指令ができる機能を有する。

（テレフォンガイド）

 　℡ ８３－３０３０

情 報 収 集 装 置

主録音装置 （１台） ＴＡＫＡＣＯＭ　ＶＲ－４６４
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出力(Ｗ)

出力(Ｗ)

平成29.4.1 現在

携 帯 無 線 機 ５Ｗ ３台

おぢやしょうぼうほんぶ １０ 消防本部･署

　　☆　アナログ無線（移動局）

１

　（２）　無線設備

　　☆　デジタル無線（基地局・固定局）

平成29.4.1 現在

呼　　出　　名　　称 配　置　場　所 備　　　　考

 活動波３（救急波）

 主運用波

おぢやしょうぼうやまもとやま

 活動波１（市波）

 活動波２（団波）

 統制波１

 統制波３
山本山

 統制波２

消防本部･署  防災相互波

　　☆　アナログ無線（基地局）

呼　　出　　名　　称 配　置　場　所 備　　　　考

お ぢ や し ょ う ぼ う ほ ん ぶ １０
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　　☆　デジタル無線陸上移動局

１ ２ ３

お ぢ や た ん く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

お ぢ や ぽ ん ぷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

お ぢ や ぽ ん ぷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

お ぢ や か が く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

お ぢ や き ゅ う じ ょ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 １０ Ｈ２５

お ぢ や は し ご ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

おぢやきゅうきゅう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 １０ Ｈ２５

おぢやきゅうきゅう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 １０ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 １０ Ｈ２５

お ぢ や た ん く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や た ん く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や ぽ ん ぷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や ぽ ん ぷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や ぽ ん ぷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や ぽ ん ぷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や か が く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

１１

２１

２２

１１

１

１

３

２

２

呼　　出　　名　　称

１

１

２

１

１

１

ポ ン プ ２
携 帯

筒 先 用 携 帯

タ ン ク 車 用
携 帯

救 急 ２

指 令 １

１２

１２

１１

５

救 急 １

指 令 ２

筒 先 用 携 帯

筒 先 用 携 帯

ポ ン プ １
携 帯

指 令 ３

指 令 ５

化 学 車 携 帯

主
運
用
波

平成29.4.1 現在

化 学 車

ポ ン プ １

ポ ン プ ２

タ ン ク 車

複
信

救 助 工 作 車

梯 子 車

製造年配 置 場 所
出力
(Ｗ)

統制波
活
動
波
１

活
動
波
２

活
動
波
３
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１ ２ ３

お ぢ や か が く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や き ゅ う じ ょ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や は し ご ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

おぢやきゅうきゅう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

おぢやきゅうきゅう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

お ぢ や し き ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 １０ Ｈ２５

お ぢ や し き ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 １０ Ｈ２５

かわぐちしょうぼう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

２２

１６

１８

１９

２０

２１

１７

９００

１

２

呼　　出　　名　　称

１３

１１

１２

１０

１４

１５

現場指揮本部

消 防 業 務 用
携 帯

緊援隊用携帯

緊援隊用携帯

総 務 課 長 用
携 帯

副署長用携帯

予 防 課 長 用
携 帯

消 防 業 務 用
携 帯

消 防 業 務 用
携 帯

消 防 業 務 用
携 帯

消 防 業 務 用
携 帯

製造年配 置 場 所
出力
(Ｗ)

副 小 隊 長 用
携 帯

統制波
活
動
波
１

活
動
波
２

活
動
波
３

主
運
用
波

小隊長用携帯

救 急 １ 号 車
携 帯

救 急 ２ 号 車
携 帯

署 長 用 携 帯

複
信

川口出張所固
定 移 動 局

現場指揮本部

１２

１１

１１

１１

２１

筒 先 用 携 帯

救 助 工 作 車
携 帯

梯 子 車 携 帯
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１ ２ ３

か わ ぐ ち ぽ ん ぷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ Ｈ２５

かわぐちきゅうきゅう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 １０ Ｈ２５

か わ ぐ ち し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 １０ Ｈ２５

か わ ぐ ち ぽ ん ぷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

か わ ぐ ち ぽ ん ぷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

かわぐちきゅうきゅう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

か わ ぐ ち し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

か わ ぐ ち し れ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　５ Ｈ２５

 車載無線機

 現場指揮簡易基地局

 固定移動局

 携帯無線機

筒 先 用 携 帯

１

呼　　出　　名　　称

１

１

１１

製造年配 置 場 所
出力
(Ｗ)

出 張 所 長 用
携 帯

統制波
活
動
波
１

活
動
波
2

活
動
波
３

主
運
用
波

複
信

川口ポンプ車

川口指令車用
携 帯

川口救急車用
携 帯

１２

１１

１１

１２

川 口 救 急 車

川 口 指 令 車

川口ポンプ車
用 携 帯

１５台

１０Ｗ

２台

１台

３０台５Ｗ

１０Ｗ

１０Ｗ
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・  一斉受令用ＦＡＸ

・  一斉受令電話

一斉受令
電話

モニター

消防本部

一斉受令用
ＦＡＸ

　（３）　非常用通信設備

○ 災害時優先電話　　　　　１１ 回線

・　固定電話回線　　 　６ 回線

・　携帯電話回線　　　 ５ 回線

一斉受令県　庁

パラボラ
アンテナ

パラボラ
アンテナ

○ 防災行政無線（ＶＳＡＴ）　３ 点セット

・  パラボラアンテナ　　　

通信衛星
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　　☆　１１９番専用回線受信状況（ＩＰ電話及びＦＡＸ含む。）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

0 3 4 8 3 4 0 0 0 1 0 1 24

70 66 73 80 64 48 66 72 67 62 66 76 810

0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 4

0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 7 9

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

2 2 6 1 3 1 5 4 2 0 1 4 31

0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

5 7 9 4 18 25 19 9 25 31 31 8 191

2 3 13 6 7 11 4 1 4 9 3 19 82

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 1 2 1 4 1 3 1 1 0 3 1 20

7 15 8 5 4 9 6 4 9 10 14 15 106

火　災 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

救　急 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2

救　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

88 97 117 109 104 99 103 93 111 113 119 133 1,286

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

0 1 7 5 10 11 1 0 0 0 0 3 38

27 24 24 18 22 21 35 31 31 41 19 36 329

0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 3

2 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 6

0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 5

1 1 3 4 1 1 5 1 1 5 2 2 27

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

2 0 0 0 1 5 1 5 1 6 0 0 21

0 1 0 4 0 0 1 2 0 0 0 1 9

0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

3 6 1 3 2 3 5 2 0 1 4 3 33

7 3 3 10 1 3 5 18 9 11 4 6 80

火　災 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

救　急 4 1 1 4 1 2 2 1 0 2 1 1 20

救　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の災害 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2

48 37 41 50 40 51 56 60 44 67 31 54 579

　 前　年（前年比）　　565（14）

無言電話

救　　急

救　　助

種別／月

火　　災

間 違 い

通報訓練

機器誤発報

いたずら・嘘

間 違 い

機器誤発報

企業試験

　 前　年（前年比）　1,418（-132）

合　　計

その他の災害
（警戒含む）

各種問合せ

そ の 他

転
　
送

　（４）１１９回線による火災・救急等受信回数

　　☆　携帯１１９番専用回線受信状況

その他の災害
（警戒含む）

合　　計

種別／月

救　　急

火　　災

救　　助

通報訓練

平成28.1.1～12.31

無言電話

各種問合せ

そ の 他

転
　
送

企業試験

いたずら・嘘
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

大 雨

洪 水 1 7 8

暴 風

暴風雪

大 雪 1 1

1 1 7 9

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

雷 12 12 5 6 5 9 11 20 7 6 7 12 112

霜 6 9 1 11 3 30

低 温 2 2

強 風 3 1 1 5

乾 燥 6 5 5 1 1 1 19

濃 霧 5 4 7 9 7 4 2 1 4 5 8 8 64

大 雨

洪 水 1 3 14 18 6 2 1 1 46

大 雪 7 8 1 3 19

雪 崩 4 4 3 1 1 13

融 雪 1 3 4 8

着 雪 6 8 1 5 20

着 氷

風 雪 1 1

35 39 32 37 19 17 27 39 18 15 27 34 339

注
　
意
　
報

※　警報及び注意報の種別にあっては、当市が内陸部に位置することから波浪及び高潮を省

警
　
報

種　別

13　気象観測           

　略しています。

平成28.1.1～12.31

　（１）　気象に関する警報･注意報等の受信状況一覧（新潟地方気象台発表）

合　計

種　別

合　　計
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 1月 1.4 12.7 -3.7 94.0 47.5 2.2 15.0 1009.9 1017.8 94.0 97.0 87.7 319.5 31.5

 2月 1.8 12.9 -7.2 90.2 41.6 2.4 18.2 1012.4 1020.2 90.9 96.0 84.2 182.0 24.5

 3月 5.1 20.0 -3.1 82.2 15.8 2.5 15.0 1012.2 1020.0 83.5 92.6 71.7 58.5 16.0

 4月 12.4 27.6 0.9 74.9 14.5 2.8 24.0 1006.0 1013.5 73.5 82.2 62.0 115.5 35.0

 5月 18.5 29.9 8.0 73.9 18.1 2.7 17.5 1004.8 1012.2 74.1 84.3 65.6 52.0 14.0

 6月 21.1 31.7 13.5 82.1 39.0 2.1 11.9 1000.2 1007.5 79.7 87.2 69.3 93.0 23.0

 7月 24.6 32.9 19.6 88.1 51.6 2.0 17.0 1001.8 1009.0 88.2 92.1 82.8 156.5 27.5

 8月 25.9 34.8 17.2 86.3 36.5 2.0 10.1 997.3 1004.5 86.0 89.9 82.0 159.0 45.0

 9月 22.4 35.0 13.8 90.6 40.5 1.8 12.1 1005.6 1012.9 89.7 95.8 80.4 196.0 43.0

10月 15.3 28.4 3.5 87.7 30.1 2.3 22.4 1010.7 1018.2 87.8 92.2 81.7 87.5 24.5

11月 8.1 19.3 -0.1 91.7 35.4 2.6 17.3 1012.4 1020.1 91.2 93.7 88.5 173.5 25.0

12月 4.2 19.2 -1.7 93.2 44.9 3.0 17.0 1011.7 1019.5 92.8 96.4 87.3 295.0 39.0

  本部へデータ転送されている。

　　☆　月別気象観測統計

最
　
低

最
　
低

平
　
均

平
　
均

観測地：元中子／平成28.1.1～12.31

日
最
高

　(２)　気象統計

最
　
低

総
　
量

最
　
高

現
 
地

実効湿度(%) 雨量(㎜)

海
 
面

最
　
高

平
　
均

※　気象データは、元中子（旧北陸農業試験場）に設置してある自動気象観測装置から消防

気圧(hPa)気温(℃) 湿度(%) 風速(m/s)

平
　
均

最
　
高
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快晴 晴れ 曇り 雨 雪 総降雪 最高降雪 最高積雪

１月 22 148 88 114 202 57 80

２月 10 45 143 42 108 133 24 63

３月 14 107 172 59 19 53 40 50

４月 4 152 147 69

５月 5 177 151 38

６月 5 133 179 45

７月 115 190 67

８月 14 191 127 40

９月 90 175 95

１０月 82 230 59

１１月 3 59 184 114

１２月 59 156 108 49 39 20 23

合　計 55 1,232 2,002 824 290

※　天候観測は、２時間毎に観測。(１日１２回）

※　雪量は、午前９時に観測。(１日１回）

※　天候の雪には、あられ・みぞれを含む。

　　☆　月別天候・雪量集計

雪　量　(㎝)天　　　　候

観測地：消防本部／平成28.1.1～12.31

25



初日 終日 根雪期間

2月15日
3月9日
91㎝

1月14日 3月9日
68㎝ 198㎝

3月10日
238.4㎝

1月16日 3月9日
50㎝ 144㎝

1月14日 3月9日
60㎝ 150㎝

3月8日 3月9日
48㎝ 170㎝

1月14日 3月9日
71㎝ 187㎝

1月14日 3月9日
69㎝ 232㎝

1月16日 1月16日
52㎝ 73㎝

1月16日 3月9日
80㎝ 90㎝

1月14日 2月15日
50㎝ 86㎝

※２  各学校及び岩沢観測所については、休校日、土日祝日は観測を実施していない。

平成28年初雪～平成29年雪消

千田中学校
※２

消防本部

97日

1月11日

1月11日

12月10日

4月12日

池ヶ原
(古田地内)

402㎝

塩谷地区
※１

―

真人北部
（市之沢）

819㎝
真人南部
（中山）

525㎝

県
指
定
観
測
所

川井
(本田)

岩沢
(市ノ口)

※２

　　☆　降積雪量観測集計

302㎝

最大降雪量
全観測所
平　　均

最大積雪量
全観測所
平　　均

最　大
積雪量

最　大
降雪量

264㎝

観　測　所　名

61cm

元中子
※１

(旧北陸農業試験場)

151cm

4月17日

957㎝

片貝中学校
※２

75日1月11日

東山小学校
※２

※１　自動観測装置による観測のため降雪深及び最大降雪深については、観測不可能。

※元中子及
び塩谷を除
く

降雪量
合　計

根　　　雪

90日

―

137日

876㎝

494㎝ 1月11日 4月10日

3月26日

673㎝

73日

3月21日

72日

99日

96日

70日

4月19日

94日

92日

1月11日 3月23日

4月16日

1月11日

1月11日

1月11日

3月24日

―

― 4月25日

1月11日

1月11日

4月14日
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

24年 5.5 9.5 15.0 28.8 27.2 31.1 35.8 35.5 35.2 25.1 18.5 12.3

25年 6.6 10.2 17.2 23.5 30.7 32.8 33.2 35.0 32.9 32.4 19.2 13.1

26年 9.9 12.0 20.6 24.9 30.8 32.2 37.0 36.1 30.9 28.1 22.5 16.0

27年 6.9 10.6 19.7 28.7 29.7 29.8 37.8 35.6 28.4 26.4 22.4 17.6

28年 12.7 12.9 20.0 27.6 29.9 31.7 32.9 34.8 35.0 28.4 19.3 19.2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

24年 -7.9 -9.1 -3.2 -1.6 3.9 11.5 17.9 19.4 12.7 6.7 0.1 -5.6

25年 -7.8 -7.6 -6.8 0.0 3.2 12.1 18.1 19.0 10.4 7.4 0.2 -2.4

26年 -9.5 -7.1 -6.0 -0.2 4.8 14.5 17.1 18.7 10.9 3.8 0.2 -7.2

27年 -7.0 -5.0 -2.6 -0.9 5.7 10.7 17.0 18.8 12.2 6.5 2.6 -2.1

28年 -3.7 -7.2 -3.1 0.9 8.0 13.5 19.6 17.2 13.8 3.5 -0.1 -1.7

　　☆　過去５年間１月～１２月の最高気温調べ

観測地：元中子　単位：(℃)

観測地：元中子　単位：(℃)

　　☆　過去５年間１月～１２月の最低気温調べ

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

24年

25年

26年

27年

28年

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

24年

25年

26年

27年

28年
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

24年 292.5 113.0 238.0 142.0 93.5 48.0 142.5 80.0 167.5 163.0 333.5 417.0

25年 368.0 230.0 31.5 52.5 49.5 177.0 291.5 265.0 245.0 242.0 214.5 129.0

26年 337.0 160.0 47.0 10.5 48.0 101.5 207.5 293.0 80.5 151.0 300.0 欠測

27年 283.0 189.0 195.0 78.0 80.5 105.0 128.0 121.0 138.5 114.5 247.0 332.5

28年 319.5 182.0 58.5 115.5 52.0 93.0 156.5 159.0 196.0 87.5 173.5 295.0

H19-20 H20-21 H21-22 H22-23 H23-24 H24-25 H25-26 H26-27 H27-28 H28-29

12月 27 31 108 124 216 247 49 313 34 39

 1月 198 111 339 528 516 386 265 192 202 175

 2月 168 93 169 68 421 304 222 123 133 115

 3月 26 2 10 95 84 11 87 39 53 73

合 計 419 237 626 815 1237 1237 948 623 422 402

　　☆　過去５年間１月～１２月の降雨量調べ

観測地：元中子　単位：(㎜)

　　☆　過去１０年間の降雪量調べ

観測地：消防本部  単位：(㎝)

※ 雨量には、雪解け水を含みます。

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

450.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

24年

25年

26年

27年

28年

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

H19-20 H20-21 H21-22 H22-23 H23-24 H24-25 H25-26 H26-27 H27-28 H28-29

12月

1月

2月

3月

合 計
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必　要
対　象

選　任
届出済

73 33 31 26

3 3 3 3

1 1 1 1

2 2 2 1

46 38 31 23

(4) 77 43 36 34

12 8 8 8

181 21 17 16

24 6 6 6

11 7 7 7

26 17 17 17

2 1 1 1

(7) 39(16） 16 15 15

(8) 2 2 2 2

(9)

(10) 1

(11) 31 24 21 7

(12) 265 28 26 26

(13) 32  

(14) 184 1 1 1

(15) 214 26 21 20

177 69 54 55

139 5 5 5

(17)

(18)

1,542 351 305 274

イ

ロ

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗

倉 庫

車 両 の 停 車 場

図 書 館

イ

公 衆 浴 場ロ

イ

(2)
ロ

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所

イ

寺 院

自 動 車 車 庫

工 場 ・ 作 業 場イ

ニ

イ

ロ

防 火 対
象 物 数

区　　　　　分

(5)

映 画 館
(1)

(3)

寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅

病 院 ・ 診 療 所

(6)

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

ロ

ハ 老人デイサービスセンター等

ニ

平成29.4.1 現在

防 火 管 理 者
選 任 状 況 消　防

計　画
届出数

ロ

　☆　小千谷市

防火対象物の別

公 会 堂 ・ 集 会 場

イ

※防火対象物数は棟数。７項（　）内は施設数。

(16)

特定防火対象物の存する複合
用途防火対象物
上記（イ）以外の複合用途
防火対象物

イ

ロ

合     計

ア ー ケ ー ド （ ５ ０ m 以 上 ）

重 要 文 化 財

１　防火対象物の現況、防火管理者選任状況

小 ・ 中 ・ 高 ・ 各 種 学 校

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

老 人 短 期 入 所 施 設 等

キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー

遊 技 場

料 理 店

飲 食 店

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト

旅 館 ・ ホ テ ル
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必　要
対　象

選　任
届出済

16 14 13 14

7 6 6 6

(4) 5 4 4 4

8 3 3 3

25 2 2 2

1

1 1 1 1

3 3 3 3

(7) 2(2) 2 2 2

(8) 1 1 1 1

(9) 1

(10) 1

(11) 6 6 3 3

(12) 35 4 4 4

(13) 4  

(14) 20  

(15) 39 4 4 4

22 13 12 12

9 1 1 1

(17)

(18)

206 64 59 60

※防火対象物数は棟数。７項（　）内は施設数。

ア ー ケ ー ド （ ５ ０ m 以 上 ）

合     計

自 動 車 車 庫イ

イ
(16)

特定防火対象物の存する複合
用途防火対象物
上記（イ）以外の複合用途
防火対象物

重 要 文 化 財

(5)
寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅

工 場 ・ 作 業 場

(6)

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

ロ

イ

イ

寺 院

ニ

図 書 館

ロ

ロ

ロ

ロ

倉 庫

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所

ロ 公 衆 浴 場

車 両 の 停 車 場

　☆　長岡市川口地域

イ

ロ

イ

公 会 堂 ・ 集 会 場

防火対象物の数

病 院 ・ 診 療 所

小 ・ 中 ・ 高 ・ 各 種 学 校

旅 館 ・ ホ テ ル

ハ

平成29.4.1 現在

防 火 管 理 者
選 任 状 況防 火 対

象 物 数

区　　　　　分 消　防
計　画
届出数

(3)

(1)

(2)
ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗

ニ

キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト

映 画 館

老人デイサービスセンター等

遊 技 場

料 理 店

イ

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

イ

飲 食 店

老 人 短 期 入 所 施 設 等
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1

58

58

0

78

78

0

56 60

60

0

57

26年 27年 28年

56

0

10

商

業

準

工

業

6

  　及び用途変更以外の行為とし、修繕又は模様替え等の行為とする。

3

耐　　　　火
建　 築 　物

3 21

  　  「その他の建築行為」とは、当該欄以下に計上する新築、増築、改築、移転

1

準 　耐 　火
建 　築　 物

5 2

2

※１　耐火性を有する場合は、耐火性を優先した計上としている。また、構造別は

2

1

アルミニウム造

1

※２　同意１件に対し複数の物件等がある場合は、主たるものを計上している。

 ＊　 「許可申請等」とは、確認申請以外の建築基準法による申請等とする。

許可申請等及びそ
の他の建築行為 ＊ 3 1

計

1

平成28.1.1～12.31

第

一

種

住

居

第

二

種

住

居

近

隣

商

業

 
 
指
定
な
し

そ
の
他
及
び

5

同 意 数

不 同 意 数 0

10

57

 
 
住
居
専
用

第
一
種
低
層

準

住

居

 
 
住
居
専
用

第
一
種
中
高
層

　（３）　用途地域別　・　構造等別　　

1 257

平成28.1.1～12.31　（２）　月別処理状況　　

8受 付 数 4

計

0

12

２　建築同意事務処理状況
　（１）　過去５年間の処理状況

受 付 数

同 意 数 57

25年

2

6 74

24年

不 同 意 数

1 2 3 115

2 5 6

8

10 2

9

5

2 1 4 8 2 10 10 2 2 5

0 0 0 0 0 0

5

0 0

63

0 0

工

業

3

2

297 110

0

7

141

824木　　　　造

57 1

鉄　 骨　 造 2

0

　　主たる構造で計上している。

合　計

20

年別
区分

年別
区分

用途
地域別

耐火性
及び
構造別
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計 新　　築 増　　築 改　　築 移　　転 用途変更

許可申請等
及びその他
の建築行為

＊

併 用 住 宅 1 1

共 同 住 宅

事 務 所 2 1 1

学 校 6 1 2 1 2

車 庫 1 1

倉 庫 6 5 1

工 場 ・ 作 業 場 6 5 1

旅 館 ・ ホ テ ル

病 院 ・ 診 療 所 2 2

福 祉 施 設

神社･寺院･教会

集 会 場

遊 技 場

店 舗 3 2 1

飲 食 店 1 1

その他の事業所等 4 4

専 用 住 宅 8 5 3

そ の 他 17 13 4

57 35 16 2 0 0 4

  　  「その他の建築行為」とは、当該欄左記に計上する新築、増築、改築、移転及び用途

※２　同意１件に対し複数の物件等がある場合は、主たるものを計上している。

※１　用途が住居以外のものは、用途別「その他」に計上している。

平成28.1.1～12.31

 ＊　 「許可申請等」とは、確認申請以外の建築基準法による申請等とする。

　（４）　用途別　・　工事別

防
　
　
火
　
　
対
　
　
象
　
　
物

以
　
　
　
外

防
火
対
象
物

合計

  　  変更以外の行為とし、修繕又は模様替え等の行為とする。

工事別

用途別
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6階 7階 8階 9階 10階

1 1

1 1

(4)

5 2 1 1 1

40 22 2 13 1 1 1

2 1 1

(7) 4 4

(8)

(9)

(10)

(11)

(12) 11 7 1 2 1

(13)

(14) 1 1

(15) 6 6

11 5 1 3 2

4 3 1

(17)

(18)

86 52 4 19 2 6 1 1 1

重 要 文 化 財

アーケード（５０m以上）

合      計

イ 自 動 車 車 庫

倉 庫

前各項に該当しない事業所

(16)
イ

特定防火対象物の存する
複合用途防火対象物

小・中・高・各種学校

図 書 館

ロ
上記（イ）以外の複合用途
防火対象物

ロ 公 衆 浴 場

車 両 の 停 車 場

寺 院

イ 工 場 ・ 作 業 場

(6)

イ 病 院 ・ 診 療 所

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等

ハ 老人デイサービスセンター等

ニ 幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト

(5)
イ 旅 館 ・ ホ テ ル

ロ 寄宿舎・共同住宅

カラオケボックス等

ハ

(3)
イ 料 理 店

ロ 飲 食 店

性風俗関連特殊営業を営む店舗

映 画 館

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場

小

千

谷

市

(2)

イ キャバレー・ カフェー

ロ 遊 技 場

ニ

小

千

谷

市

小

千

谷

市

小

千

谷

市

平成29.4.1 現在

区  　分

計
小

千

谷

市

小

千

谷

市

(1)

３　中高層建築物の現況

4階 5階

小

千

谷

市

川

口

地

域

長

岡

市

川

口

地

域

長

岡

市
防火対象物の別

イ
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４　危険物製造所等の地区別施設数及び現年度指定数量別施設数

180 20 24 6 45 1 28 2 26 28

31 3 1 13 2 5 7

211 23 25 6 58 1 30 2 31 35

5倍以下 84 8 4 1 22 1 30 1 1 16

5倍を越え10倍以下 55 11 6 22 4 12

10倍を越え50倍以下 40 3 10 5 12 1 4 5

50倍を越え100倍以下 9 1 2 6

100倍を越え150倍以下 4 1 3

150倍を越え200倍以下 5 5

200倍を越え1,000倍以下 8 8

1,000倍を越え5,000倍以下 6 4 ＊1 2

5,000倍を越え10,000倍以下

10,000倍を越えるもの

174 18 23 6 43 1 26 2 26 29

31 3 1 13 2 5 7

205 21 24 6 56 1 28 2 31 36

5倍以下 81 7 4 1 22 1 28 1 1 16

5倍を越え10倍以下 51 9 5 20 4 13

10倍を越え50倍以下 41 4 10 5 12 1 4 5

50倍を越え100倍以下 9 1 2 6

100倍を越え150倍以下 4 1 3

150倍を越え200倍以下 6 6

200倍を越え1,000倍以下 7 7

1,000倍を越え5,000倍以下 6 4 ＊1 2

5,000倍を越え10,000倍以下

10,000倍を越えるもの

平　成
27年度

指
　
定
　
数
　
量
　
別
　
内
　
訳

長岡市川口地域

合 計

貯 蔵 所

小 千 谷 市

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

小 千 谷 市

製 造 所 等 別 　
第
一
種
販
売
取
扱
所

指
　
定
　
数
　
量
　
別
　
内
　
訳

取 扱 所

屋

内

貯

蔵

所

製

造

所

合
　
計

屋

外

貯

蔵

所　　区　　　  分

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

＊1　準特定屋外タンクを１基含む。

平成29.3.31 現在

年
　
　
　
　
　
　
度
　
　
　
　
　
　
別

一

般

取

扱

所

給

油

取

扱

所

第
二
種
販
売
取
扱
所

平　成
28年度

長岡市川口地域

合 計

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所
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５　危険物製造所等の年間事務処理状況

　区　　分

1 1

12 4 1 4 3

転　出

転　入

3 1 1 1

12 4 1 4 3

9 2 1 3 3

第

二

種

販

売

取

扱

所

取 扱 所

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

一

般

取

扱

所

屋

外

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

合
 
 
 
計

製

造

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

貯 蔵 所

給

油

取

扱

所

製 造 所 等 別 

平成28.4.1～平成29.3.31

許

可

廃 止 届

完
成
検
査

設 置

変 更

設 置

変 更

移 動 タ ン ク
貯 蔵 所 の
常 置 場 所 の
変 更

第

一

種

販

売

取

扱

所
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レーザーレンジメータ ＨＩＬＴＩ　ＰＤ３０ １

名　　　　　　　　　　称 規　　　　　　　　　格 数           量

テ ス タ ー

温 度 計

２ポ ー タ ー ス モ ー ク

６　試験・測定資器材

自動火災報知設備検査器具 熱式、煙式 各　１　式

平成29.4.1 現在

火災原因調査用キャノン６０Ｄ他

1

出力１０㎥／分～３１㎥／分

デジタルテスター　Ｍ３００

可 燃 性 ガ ス 検 知 器

カ メ ラ

超 音 波 厚 さ 計

ガ ス 検 知 器

表面温度計　　

２

ＴＩ５５．ＴＩ－Ｐ０１

１北　川　式

Ｆ　Ｍ　－　Ｉ　Ｃ 1

１

１
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その他の火災

1 1 2 5

2

1 1 1 3

2 1 1 1 1 7

4 3 1 8

5 3 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 25

比較（Ａ－Ｂ）

　　　　　　　内　　　　　　　　　　　　訳　（ 平成28 .1.1～12.31 ）

3

1

油
脂
に
着
火

0

残
り
火
の
再
燃

オ
イ
ル
漏
れ

高
温
ガ
ス
に
よ
る
過
熱

電
気
配
線

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー

機
械
か
ら
の
引
火

ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー

1

そ の 他

車 両 1

合 計

部 分 焼

ぼ や

林 野

全 焼

７　火災概要表

た
ば
こ

2

焼
損
区
分

枯
れ
草
焼
き

出
火
原
因

た
き
火

ゴ
ミ
の
焼
却

半 焼

り 災 世 帯 数

り 災 者 数

負 傷 2

3

6

20

246,738

2,931

林 野 火 災

林 野 焼 損 面 積 （ ａ ）

7

死 傷 者
死 亡

0

4

20,093

129

28年　（Ａ） 27年　（Ｂ）

25 15

10 5

区　　　　　　　　　　分

火 災 件 数

種 別

損 害 額 （ 千 円 ）

建 物 火 災

0

車 両 火 災

0

建 物 焼 損 面 積 （ ㎡ ）

8

2,802

12

2

0

3

6

8

0

2

4

10

226,645

4

1

0

5

自
然
発
火

0

放
火

不
明

合
　
　
計
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　☆　小千谷市

その他の火災

1 1 2 5

2

0

1 1 2

2 1 1 5

1 3 1 5

2 3 1 2 1 1 1 1 1 2 19

合
　
　
計

4

た
き
火

1

り 災 者 数

27年　（Ｂ）

19 14

2

0

5

5

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー

28年　（Ａ）

6

20

負 傷
死 傷 者

死 亡

区　　　　　　　　　　分

林 野 焼 損 面 積 （ ａ ）

245,692

り 災 世 帯 数

0

3

1

建 物 焼 損 面 積 （ ㎡ ）

5

0

5

建 物 火 災

3

2,930

損 害 額 （ 千 円 ）

火 災 件 数

種 別
林 野 火 災

車 両 火 災

9

そ の 他

合 計

半 焼

部 分 焼

ぼ や

林 野

車 両

全 焼

残
り
火
の
再
燃

出
火
原
因

た
ば
こ

焼
損
区
分

ゴ
ミ
の
焼
却

枯
れ
草
焼
き

225,609

2,801

8

4

20,083

129

0

2

0

比較（Ａ－Ｂ）

5

4

0

0

1

3

△ 1

0

2

オ
イ
ル
漏
れ

1

油
脂
に
着
火

自
然
発
火

12

　　　　　　　内　　　　　　　　　　　　訳　（ 平成28.1.1～12.31 ）

不
明

ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー

放
火

1
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　☆　長岡市川口地域

その他の火災

1 1

1 2

3

1 1 6

0

1

3

1,036

合
　
　
計

1

0

0

1

0

0

建 物 焼 損 面 積 （ ㎡ ）

林 野 焼 損 面 積 （ ａ ）

 
電
気
配
線

死 傷 者
死 亡

負 傷

全 焼

 
焼
損
区
分

 
高
温
ガ
ス
に
よ
る
過
熱

 
機
械
か
ら
引
火

 
出
火
原
因

 
た
き
火

27年　（Ｂ）

0

0

0

0

10

比較（Ａ－Ｂ）

5

1

3

1

1

3

損 害 額 （ 千 円 ）

建 物 火 災

2

3

1

0

1

0

0

1

区　　　　　　　　　　分

火 災 件 数

種 別
林 野 火 災

車 両 火 災

00

1

1

0

　　　　　　　内　　　　　　　　　　　　訳　（ 平成28.1.1～12.31 ）

り 災 世 帯 数

り 災 者 数

0

0

0

1,046

0

28年　（Ａ）

6

合 計

半 焼

部 分 焼

ぼ や

林 野

車 両

そ の 他
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3

3 3

そ

の

他

1

林

野

建

物

3 2

12

4

1

1

2 1

1

2

2

1

6

1

1

3 10

25

1

28年

1

そ

の

他

26年

そ

の

他

1,572

6

0246,738 245,166

建

物

そ

の

他

（ａ）

そ

の

他

2,931

建

物

3 0

合

計

（㎡）

８　過去５年間の火災発生状況

林

野

23,022

（㎡）

火　　災　　件　　数

7 02 8

林

野

林

野

区
　
　
　
　
分

合

計

半

焼

全

焼

10　月

11　月

1

1

合　　計

7小　　計 8

25

22

11 10

2

0

1

1

129　月

部

分

焼

ぼ

や

車

両

１
件
当
り
建
物
焼
損
面
積

（千円）

損　害　額（千円）

そ

の

他

車

両

林

野

９　過去５年間の月別火災発生状況

0

25年

焼損面積

293 24,517

（㎡）

１

件

当

り

建

物

損

害

額

車

両

そ

の

他

建

物

林

野

27年

車

両

28年 25 5

車

両

※少数点以下は四捨五入

建

物

24年

4

2

1

3

1

1

2

建

物

1

1

1

8

1

1

林

野

22

6　月

7　月

8　月

1

3

車

両

1

1

建

物

林

野

車

両

そ

の

他

1

1

2 1

1 2

1

1 1

1 1 1

1

2

1

2

1 1

1

1

49 5

18 15

12　月

8 1 6

1　月

2　月

3　月

4　月

5　月

24年 25 3 0 3 6 0 3 10 263 0 3,672 17,019 15,936 0 1,046 37 22 1,328

25年 22 2 0 1 5 0 3 11 215 0 28,995 38,240 28,905 0 9,335 0 27 3,613

26年 18 0 0 2 6 0 1 9 56 0 10,560 14,107 13,782 0 9 316 7 1,723

27年 15 1 1 1 2 0 6 4 788 81 26 3,845129 0 6,517 20,093 19,224 0
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区 　分　

   種　 別
出   動
回　 数

延 人 員
出   動
回　 数

延 人 員

火 災 25 403 12 443

救 急 業 務 1,618 5,020

救 助 活 動 29 206

風 水 害 等 の 災 害

演 習 ・ 訓 練 81 493 35 1,874

広 報 ・ 指 導 264 850 175 1,010

警 防 調 査 110 364

原 因 調 査 35 99

特 別 警 戒 63 229 13 269

捜 索 18 73 2 136

予 防 査 察 213 554 3 5

誤 報 等 0 0

そ の 他 1,106 2,403 3 31

合 計 3,562 10,694 243 3,768

※　警戒出動の出動回数・延人員については「その他」に含んでいます。
  （警戒出動～自動火災報知機の誤作動による出動、未確認情報による出動、道
    路上及び河川等に流出した油の処理等）

消  　　防　　  署
（川口出張所を含む）

平成28.1.1～12.31

１  火災・風水害等出動状況

小   千   谷   市
消　　 防　　 団
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管轄区分

434 333 767 2 12 222 68 56 360

300 255 555 2 12 222 3 1 240

96 11 107 2 99 6 107

76 7 83 2 99 2 103

530 344 874 2 14 321 74 56 467

376 262 638 2 14 321 5 1 343

100㎥以上
60㎥以上
100㎥未満

40㎥以上
60㎥未満

20㎥以上
40㎥未満

計

小千谷市 3 35 38

長 岡 市
川口地域

1 4 5

計 4 39 43

２　消防水利

60㎥以上
100㎥未満地下式 計

20㎥以上
40㎥未満

　水利 耐　震　性　貯　水　槽

小千谷市

防火水槽・貯水槽

　

　　水利

☆　防火水槽・貯水槽のうち、耐震性を有する貯水槽

公設水利

計

長 岡 市
川口地域

100㎥以上
40㎥以上
60㎥未満

※　上段は行政財産数、下段は消防水利の基準（昭和39年消防庁告示第7号）数。

※　平成26年4月1日より「消防水利の基準」の改定に基づき水利数変更。

計20㎥未満

平成29.4.1 現在 

地上式

消火栓

管轄区分
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３　消防資器材装備状況

４　水防資材備蓄状況

　　倉庫名

※水防資材は危機管理課所管

20

品   名
消防本部

東小千谷防
災備蓄倉庫
（元中子）

小千谷市水防倉庫

元　町

3,000

川　井

名　　　　　　　　　　　　称

可　搬　式　ポ　ン　プ

ジ ェ ッ ト シ ュ ー タ ー

ラ ビ ッ ト シ ュ ー タ ー

４０㎜・５０㎜・６５㎜

金　属　探　知　機

LXフォームジェット ラインプロポーショナー

高　発　砲　消　火　装　置

－

東  消  式

1

3

平成29.4.1 現在

4

ホ　　ー　　ス

中　継　用　組　立　水　槽

12

2

3

4

33

20,000

17

5

2

1

2

2

2

2

33

1

2

10

2

45

30

25

1

367

3

10

3

5

1

2

3

10

1

34

2

1

平成29.4.1 現在

1

22

1

5,000

6

30

25

11

73

6

25

30

4

3

1

47

22

6

9

17

11

10

6

88.5

25

20

160

125

1

84

180

25

35

五　辺

2

3

9

3

30

25

100

60

12

6

2

8

2

3 1

900 20,000

10 17.5

50 30

30

7 2

6 6

6 7

3 1

2 2

1 2

2 2

2 1

7 7

1 1

10 20

10

東  消  式

鉄製杭（本）

杭木類（本）

2

3

127

4

60

6

鉈 (なた)

鎌 (かま)

－

数　　　　量

布袋類（枚）

縄　　（㎏）

規　　　　格

Ｃ－1級

手動式　２０ ℓ

エンジン式

合　　計

48,900

鉄線  （㎏）

Ｔ型マット

スコップ

かけや

ハンマー

鋸 (のこぎり)

つるはし

鍬 (くわ)

ビニ－ルシート

斧 (おの)

番線カッタ－

しの

救命胴衣

ロープ

砂　　（㎥）

むしろ

一輪車

単管パイプ

土のう作成器
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所属 車　　名 社　名 ポ　ン　プ 排気量 定員 年式 級別

特殊水槽付消防ポンプ自動車

（小千谷タンク１）
日　　野

長
岡 800 は 1610 長野ポンプ 6,400 6 10,930 2017 Ａ－２ Ｈ 29.  1

消防ポンプ自動車
（小千谷ポンプ１）

日　　野
長
岡 800 す 1654 長野ポンプ 4,000 5 6,475 2015 Ａ－２ Ｈ 27. 12

消防ポンプ自動車
（小千谷ポンプ2）

日　　野
長
岡 800 さ 6680 モ　リ　タ 4,000 5 6,105 2007 Ａ－２ Ｈ 19.  2

化　　学　　車
（小千谷化学１）

日　　野
長
岡 800 は 877 モ　リ　タ 6,400 6 11,370 2009 Ａ－２ Ｈ 21.  2

救 助 工 作 車
（小千谷救助１）

日　　野
長
岡 800 は 1016 - 6,400 6 10,880 2010 - Ｈ 22. 12

梯　　子　　車
（小千谷梯子１）

マギルス
長
岡 88 や 3040 - 7,680 6 14,940 1996 - Ｈ  8.  3

高規格救急自動車
（小千谷救急１）

ト ヨ タ
長
岡 832 ふ 119 - 2,690 7 3,155 2014 - Ｈ 26. 10

高規格救急自動車
（小千谷救急２）

ト ヨ タ
長
岡 831 ふ 119 - 2,690 7 3,215 2008 - Ｈ 20. 11

多目的車
（小千谷指令１）

ト ヨ タ
長
岡 200 さ 2172 - 2,690 14 2,960 2016 - Ｈ 28.  8

資機材運搬車
（小千谷指令２）

マ ツ ダ
長
岡 800 さ 7088 - 2,990 3 4,235 2007 - Ｈ 19.  9

防 火 指 導 車
（小千谷指令３）

ス ズ キ
長
岡 880 あ 1151 -   650 4 1,230 2016 - Ｈ 28.  8

指　　揮　　車
（小千谷指令５）

マ ツ ダ
長
岡 830 に 119 - 2,260 5 1,785 2004 - Ｈ 16.  8

水槽付消防自動二輪車
(ミストドラゴン１）

ヤ マ ハ
長
岡

え 5251 日本機械   249 1 270 2006 - Ｈ 18.  6

水槽付消防自動二輪車
(ミストドラゴン２）

ヤ マ ハ
長
岡

え 5252 日本機械   249 1 270 2006 - Ｈ 18.  6

ボートトレーラー
ミッド

ウエスト
長
岡 800 る 38 750 2002 - Ｈ 14.  7

消防ポンプ自動車
（川口ポンプ１）

日　　野
長
岡 800 さ 9866 長野ポンプ 4,000 5 6,615 2012 Ａ－２ Ｈ 24. 11

高規格救急自動車
（川 口 救 急 1）

ト ヨ タ
長
岡 832 そ 119 - 2,690 7 3,205 2012 - Ｈ 24.  1

指   令   車
（川口指令1）

ト ヨ タ
長
岡 800 す 1451 - 1,490 5 2,130 2015 - Ｈ 27.  7

５　消防車両一覧

平成29.4.1 現在

※（　　）は無線呼出名称。

川
口
出
張
所

登　録　番　号

本
　
部
　
（

　
消
　
防
　
署
　
）

登録年月総重量(㎏)
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1,407 2 1 97 17 8 209 3 20 803 247

198 1 1 24 5 2 45 4 116

12 6 5 1

1 1

1,618 3 0 2 127 23 10 254 3 24 924 248

108 1 9 1 16 1 10 67 3

15 1 5 2 1 6

3 1 1 1

0

126 2 0 0 15 1 0 18 1 11 74 4

1,308 1 1 95 16 9 193 2 10 737 244

185 1 21 5 2 43 3 110

10 6 4

1 1

1,504 1 0 2 122 22 11 236 2 13 851 244

高 速 道 路

種　別

出
　
場
　
件
　
数

小 千 谷 市

長岡市川口地域

長岡市川口地域

不
 
搬
 
送
 
件
 
数

管 外 応 援

合 計

 １　事故種別出場状況

そ

の

他

火

災

急

病

自

損

行

為

合

計

救急関係

加

害

一

般

負

傷

運

動

競

技

労

働

災

害
 地 区 別

平成28.1.1～12.31

交

通

水

難

自

然

災

害

管 外 応 援

合 計

搬
　
送
　
人
　
員

小 千 谷 市

長岡市川口地域

高 速 道 路

管 外 応 援

合 計

小 千 谷 市

高 速 道 路
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２　事故種別出場比率

（件）

急　病 交　通 一般負傷 その他

924 127 254 313

事 故 種 別

出 場 件 数

合　　計

1,618

　 火　　災   3件（0.2％） 水　　難　2件（0.1％）　労働災害 23件 (1.4％）

　 運動競技　10件（0.6％） 加　　害  3件（0.2％）  自損行為 24件（1.5％）

   転院搬送 245件（15.2％）そ の 他  3件（0.2％）

平成28.1.1～12.31

急病

57.1%

交通

7.8%

一般負傷

15.7%

その他

19.4%

急病

交通

一般負傷

その他
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城 川 459 201 31 53 174

西 小 千 谷 277 139 16 41 81

東 小 千 谷 207 148 14 26 19

片 貝 124 97 5 14 8

千 田 115 70 11 28 6

山 辺 57 40 6 11 0

吉 谷 40 25 1 11 3

真 人 47 27 6 10 4

岩 沢 28 22 1 4 1

五 辺 ・ 高 梨 22 13 5 2 2

東 山 14 11 1 2 0

川 井 17 10 0 7 0

合 計 1,407 803 97 209 298

西 川 口 64 42 6 12 4

東 川 口 36 21 5 9 1

中 山 20 13 2 3 2

牛 ケ 島 14 5 5 4 0

和 南 津 19 10 3 5 1

相 川 20 10 3 5 2

田 麦 山 11 6 0 3 2

荒 谷 3 1 0 1 1

武 道 窪 6 6 0 0 0

木 沢 5 2 0 3 0

峠 0 0 0 0 0

合 計 198 116 24 45 13

関 越 自 動 車 道 上 り 7 5 1 0 1

関 越 自 動 車 道 下 り 5 0 5 0 0

合 計 12 5 6 0 1

長 岡 市 0 0 0 0 0

十 日 町 市 0 0 0 0 0

魚 沼 市 1 0 0 0 1

合 計 1 0 0 0 1

1,618 924 127 254 313合          計

高
速
道
路

そ の 他

小

千

谷

市

急　　病

管
外
応
援

（件）

　３　地区別出場状況    　　         　  平成28.1.1～12.31

長

岡

市

川

口

地

域

一般負傷合　　計 交　　通
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計 ～～～～～～～～～～～～

合 計 1,618 45 36 60 107 220 202 188 203 167 162 153 75

急 病 924 31 28 41 77 120 92 94 105 90 97 104 45

交 通 127 1 0 5 11 20 12 13 22 18 10 9 6

254 9 7 9 15 44 30 15 31 25 32 21 16

そ の 他 313 4 1 5 4 36 68 66 45 34 23 19 8

　４　時間別出場状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

242220181614128

84　　時　間 6

6

一般負傷

2

10 14

　出場件数を時間別でみると、午前8時から午前10時の220件が最多でした。

 種　別 4 10

（件）

1220 221816 20

平成28.1.1～12.31

48



　

合 計 1,618 265 227 209 198 256 244 219

急 病 924 147 135 112 111 139 150 130

交 通 127 26 19 13 19 20 19 11

254 38 30 31 28 35 40 52

そ の 他 313 54 43 53 40 62 35 26

一般負傷

　５　曜日別出場状況　　　　　　　　　　　　

計
　　 曜 日

水曜日火曜日月曜日
 種 別

（件）

日曜日土曜日金曜日木曜日

平成28.1.1～12.31

265

198

256
244

219

0

50

100

150

200

250

300

（件）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

（曜日）

急病 交通 一般負傷 その他

227

209

49



救急出場件数 129 12 2 1 23 4 61 26

不 搬 送 件 数 9 2 2 2 3

搬 送 人 員 122 12 2 1 21 2 58 26

救急出場件数 123 7 1 1 16 1 71 26

不 搬 送 件 数 6 6

搬 送 人 員 117 7 1 1 16 1 65 26

救急出場件数 132 1 12 1 29 3 70 15 1

不 搬 送 件 数 14 2 3 2 6 1

搬 送 人 員 118 1 10 1 26 1 64 15

救急出場件数 135 1 9 1 17 2 3 82 20

不 搬 送 件 数 9 1 1 1 1 5

搬 送 人 員 126 8 1 17 1 2 77 20

救急出場件数 120 9 1 1 14 1 79 15

不 搬 送 件 数 16 1 1 13 1

搬 送 人 員 106 9 1 2 13 1 66 14

救急出場件数 111 12 4 3 15 3 57 17

不 搬 送 件 数 10 1 2 7

搬 送 人 員 103 14 3 3 15 1 50 17

救急出場件数 141 10 1 1 32 78 19

不 搬 送 件 数 10 2 3 5

搬 送 人 員 131 8 1 1 29 73 19

救急出場件数 140 1 6 2 1 20 1 91 17 1

不 搬 送 件 数 10 1 4 1 3 1

搬 送 人 員 130 1 5 2 1 16 88 17

救急出場件数 155 18 3 15 1 4 85 29

不 搬 送 件 数 8 3 5

搬 送 人 員 149 17 3 15 1 4 80 29

救急出場件数 146 14 1 25 1 81 24

不 搬 送 件 数 13 3 1 1 8

搬 送 人 員 134 12 1 24 73 24

救急出場件数 127 7 4 30 1 70 15

不 搬 送 件 数 9 2 1 6

搬 送 人 員 118 7 4 28 64 15

救急出場件数 159 2 11 3 1 18 2 99 22 1

不 搬 送 件 数 12 1 2 1 7 1

搬 送 人 員 150 1 13 3 1 16 1 93 22

救急出場件数 1,618 3 2 127 23 10 254 3 24 924 245 3

不 搬 送 件 数 126 2 15 1 18 1 11 74 1 3

搬 送 人 員 1,504 1 2 122 22 11 236 2 13 851 244

火

災

２
月

３
月

合

　
計

９
月

10
月

11
月

12
月

４
月

６
月

８
月

自

損

行

為

労

働

災

害

一

般

負

傷

７
月

そ
の
他

運

動

競

技

合

　
計

５
月

急

病

　６　月別出場状況

１
月

事 故 種 別

そ の 他

転
院
搬
送

自

然

災

害

平成28.1.1～12.31

水

難

事

故

加

害

交

通

事

故
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31128

そ の 他 159

交  通
件
　
　
 
　
　
　
数

合　計

18

一般負傷

急  病

62

580

35 1562

8

0 22

95

3分以上

1.1全 国 ( ％ )

10分未満5分未満
種　別

5分以上

56.4管 内 ( ％ ) 1.7

所　　　要　　　時　　　間　　　

62.5 1.827.47.2

最　高平　均

　119番通報を受信してから現場に到着するまでの所要時間は、平均で7.3分でし
た。

20分以上

時　間

20分未満

19.2 0.5

10分以上

22.2

8.3

59 7.5

10分以上
（分）

合　計

７　現場到着所要時間別出場件数の状況

3分未満
5分未満

3分以上

114

10分未満 20分未満
20分以上

5分以上

19

25254

28

237

313

7.8 22

5.122

 ＊　全国平均は8.6分（平成27年版消防白書より）です。

3分未満
（分）

1,6188912

1272

359

0

4

2

41

924

（件）

平成28.1.1～12.31

1.7 1.1

19.2

7.2

56.4 62.5

22.2 27.4

0.5 1.8

0

10

20

30

40

50

60

70
（％）

3分未満 　3～5分 5～10分 10～20分 20分以上

（時間）

管内 全国
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2

89

91

84

236

39.8 168

41.7

295

122

39.2

41.9

73

290

151

25

1,5041,049 123 2

18

12255

29

８　事故種別搬送人員収容所要時間状況

所　　　要　　　時　　　間　　　

10分未満
10分以上

　　時　間

30分未満 60分未満
20分以上 60分以上 最 高

570

120分
以上

  119番通報を受信してから傷病者を医療機関に収容するまでに要した時間は平均で
40.2分でした。

(分）

  ＊ 全国平均は39.4分（平成27年版消防白書より）です。

 種　別
20分未満

30分以上 平 均
120分未満

851

(分）

64

合　計

搬
　
 
送
　
 
人
　
 
員

200

6

50

15 そ の 他 13

15急   病

6

40合　 計

交   通

一般負傷

0

（人）

平成28.1.1～12.31

10分以上～20分未満 20分以上～30分未満

30分以上～60分未満 60分以上～120分未満

30分以上
60分未満
69.7%

20分以上
30分未満
19.3%

120分以上
0.1%

60分以上
120分未満

8.2%

10分以上
20分未満

2.7%
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（人）

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

死 亡 0
重 症 1 1
中等症 1 1
軽 症 1 1
その他 0

計 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2
死 亡 1 1
重 症 0
中等症 7 1 5 1
軽 症 30 2 4 24
その他 0

計 38 0 0 0 3 0 0 5 0 0 29 1
死 亡 0
重 症 0
中等症 12 1 1 1 3 6
軽 症 39 7 5 6 19 2
その他 0

計 51 0 0 0 8 0 6 7 0 0 22 8
死 亡 14 2 1 3 8
重 症 38 1 5 4 1 14 13
中等症 125 4 7 10 5 57 42
軽 症 237 59 7 4 28 2 2 127 8
その他 2 2

計 416 0 0 1 70 19 4 39 2 10 208 63
死 亡 61 1 1 7 2 50
重 症 185 1 3 1 34 97 49
中等症 396 11 2 55 1 218 109
軽 症 353 26 1 88 226 12
その他 1 1

計 996 1 0 1 41 3 1 184 3 592 170
死 亡 76 1 4 1 7 5 58
重 症 224 1 1 8 5 35 111 63
中等症 541 16 9 1 67 6 283 159
軽 症 660 94 7 10 127 2 2 396 22
その他 3 3

計 1,504 1 0 2 122 22 11 236 2 13 851 244

※年齢区分

  高齢者：満65歳以上

合
　
　
　
計

平成28.1.1～12.31
　９　年齢別・程度別・事故種別搬送人員数

事　　故　　種　　別

  少　年：満7歳以上満18歳未満　　　  　成　人：満18歳以上65歳未満

新
　
生
　
児

乳
　
幼
　
児

少
　
　
　
年

成
　
　
　
人

高
　
齢
　
者

合
　
　
　
計

  新生児：生後28日未満　　　　　　  　 乳幼児：生後28日以上満7歳未満

事 故
種 別

傷病程度
年齢
区分
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122 812

79

891

1618

2348 422 250

266

1

22 8

188

10 68

792

2 23 860

2

2364 17

11 67

22 791

72 57

2

188

727

8

1 2

200

1987 11

12

19

20

10 20

8 27

264

265 132

5

不 搬 送

258

283

24 1

1

5

134 23 6

123 17 7

42

1

1 19

283

4

23

2

117

15

16172221,554

1,474

125

121

1,465

2

1

1,371 1

27年

16

1,458 2 124

1181,563

1

25年

出 場 件 数

搬 送 人 員

加

害

水

難

交

通

自

然

災

害

不 搬 送

192

火

災

自

損

行

為

出 場 件 数

不 搬 送

搬 送 人 員

24年

出 場 件 数

搬 送 人 員

搬 送 人 員 1,433

　１０　過去５年間の事故種別出場状況

運

動

競

技

一

般

負

傷

合

計

急

病

そ

の

他

労

働

災

害

14

866 218

不 搬 送 118

213131 23917 7

28年

出 場 件 数

不 搬 送

搬 送 人 員

1,618

794

26年

出 場 件 数 1,526 2

126

1,504

3

2

1

18 1

2 127 23 10 254 3

132

24 924 248

15 1

851 244

11 74 4

2 122 22 11 236

事 故
種 別

年
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※1

※2

　１３　転送回数別搬送人員

専門外 手術中合　計

　１４　転送理由別件数

件 数

回 数

1,504 1,502

1

理 由

2

処置困難

搬 送 人 員

１　　回

2

医師不在
ベッド
満　床

０　　回

その他理由不明

1

2226

　※1 転送とは、最初の医療機関に収容できず、他の医療機関に収容したもの。

２回以上

　※2 転送回数「０回」とは、最初の医療機関に収容したもの。

合　　計

平均問合せ回数は1.46回で、最多問合せ回数は8回でした。

転院搬送244人を除く。

921 188

　１２　搬送人員別医療機関問合せ回数

1 回 ２ 回

103搬 送 人 員

　１１　過去１０年間の出場件数の推移

５回以上４ 回３ 回問合せ回数

1,402

1,330
1,390

1,528 1,554 1563
1526

1,458

1618

1,372

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（年）

 （件）
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   （人）

区域 合  計 急  病 交  通 一般負傷 その他

告示 566 376 47 115 28

告示 207 188 3 12 4

48 20 10 15 3

36 1 14 16 5

4 3 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

告示 211 86 18 28 79

告示 205 77 11 27 90

告示 182 82 9 17 74

告示 5 4 1

3 3

2 2

1 1

1 1

新
潟 告示 4 2 2

告示 14 3 2 2 7

告示 3 3

告示 4 3 1

告示 1 1

2 1 1

1,504 851 122 236 295

※　告示は救急告示病院を示す。

合　　　　　計

魚 沼 市 立 小 出 病 院

小 千 谷 総 合 病 院

そ
の
他

根 元 整 形 外 科 医 院

長 岡 中 央 綜 合 病 院

北 村 医 院

１５　事故種別収容医療機関状況　　

医　　療　　機　　関

山 本 医 院

長
　
岡
　
市

田 宮 病 院

   搬送人員数1,504人のうち、小千谷市の医療機関に収容した人員は866人で搬送人

小
 
千
　
谷
　
市

か つ み 医 院

中 村 内 科 消 化 器 科 医 院

中 条 第 二 病 院

県 立 十 日 町 病 院

新潟大学医歯学総合病院

魚 沼 基 幹 病 院

長 岡 西 病 院

新潟県立精神医療センター

セントポーリアウイメンズクリニック

中越こども急患センター

南 魚 沼 市 民 病 院

 員数の57.6％（前年58.8％）でした。

小 林 整 形 外 科 医 院

立 川 綜 合 病 院

魚 沼 病 院

長 岡 赤 十 字 病 院

谷 口 医 院

にたはらこどもクリニック

平成28.1.1～12.31
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7153

15 3

22

260 1

3

　「公衆出入場所」とは、多数の人が集まる場所をいう。

236 51

※「発生場所」とは、事故等の発生した場所又は傷病者の居た場所をいう。

そ の 他 295

合　　計

一般負傷

  「住宅」とは、一般住宅及び高層住宅等で住居として使用している場所をいう。

162

1191 0

16

　不明なものを含む。

　「その他」とは、上記以外の場所で公園・広場・空地・農地等をいう。なお、発生場所が
　「道路」とは、一般道路・高速道路・交差点・歩道及び歩道橋等をいう。

　 (上記場所の従業員を含む)

　「仕事場」とは、事務所・工場・作業所・各種事業所等の仕事をしている場所をいう。

221,504 45804 471

634

そ の 他

159

仕 事 場

26

公衆出入場所

交　　通 122

平成28.1.1～12.31

（人）

道　　路住　　宅

1 1

20 12

平成28.1.1～12.31

全　搬　送　者　数　　1,504

急　　病 851

 場 所
計

 種 別

　１９　発生場所別搬送人員数            　

県　　内

169 171

管　外　居　住　者　193管　内　居　住　者　1,311

1,142 22

 搬 送 人 員 数

1,618件

1,504人

126件

283人

（件）

 出　  場　  件　  数

 不 搬 送 件 数 30件

311件

駆け込み

7

　１６　署所別出場状況　　　 　　　　　
平成28.1.1～12.31

　１７　覚知別出場状況　　　　　　　　　　　 平成28.1.1～12.31

川口出張所小千谷市消防署合　　　計

普通電話

172

96件

（人）

小　千　谷　市

　１８　搬送傷病者居住地状況 　　　　　　　

長 岡 市 川 口 地 域 県　　外

自己覚知

1

その他

191

1,307件

1,221人

覚　 知　 別

件　　　　数

１１９

922

携帯119

325
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合

計

火

災

自
然
災
害

水

難

交

通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

そ

の

他

 止血 42 4 1 31 2 3 1

 固定 139 43 10 5 67 1 4 9

 人工呼吸 7 5 2

 心マッサージ 0

 心肺蘇生（自動） 42 1 1 5 5 30

 心肺蘇生 60 1 3 1 7 5 43

 酸素吸入 422 1 2 17 5 32 8 295 62

 気道確保 96 1 1 4 2 12 6 69 1

 気道確保　＊１ 3 3

 気道確保　＊２ 10 5 5

 気道確保　＊３ 49 1 1 1 6 4 36

 保温 77 1 7 1 13 2 32 21

 被覆 101 24 10 61 3 2 1

 在宅療法維持 1 1

 ショックパンツ 0

 除細動 3 3

 静脈路確保 64 1 2 9 2 50

 薬剤投与 25 1 4 20

 血圧測定 1,380 1 1 112 20 9 218 2 8 782 227

 聴診器による呼吸音等の聴取 558 1 1 53 7 1 47 6 374 68

 血中酸素飽和度の測定 1,409 1 1 113 21 10 223 2 8 799 231

 心電図 1,032 1 2 47 11 1 98 9 673 190

 その他の応急処置 1,347 1 2 94 15 6 191 2 12 810 214

　２０　応急処置等実施状況　　

※2　気道確保のうち＊１は経鼻エアウェイ使用、＊２は喉頭鏡、鉗子等による異物除去、＊３はラリンゲアル

　
平成28.1.1～12.31

　 マスク等による気道確保。

※1　対象者は搬送人員1,504人のうち応急処置を実施した1,465人です。
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　２２ 訓練用資器材

　２１ 救急資器材

ラリンゲアルチューブ

血 圧 計

ベ ッ ド サ イ ド モ ニ タ 終末呼気ガスモニター

ネ ッ ク カ ラ ー

陰 圧 ギ ブ ス

名　　　　　　　　　　　称

体 温 計

エピペンスターターキットレ サ シ ア ン

除 細 動 器

マ ギ ー ル 鉗 子

酸 素 ボ ン ベ

車 両 用 オ ゾ ン 殺 菌 器

自 動 式 人 工 呼 吸 器

経 口 エ ア ウ ェ イ

喉 頭 鏡

血中酸素飽和度測定器

血 糖 測 定 器

人工心肺蘇生システム

聴 診 器

器 具 用 EOG 滅 菌 器

頭 部 固 定 マ ク ラ

経 鼻 エ ア ウ ェ イ

シ ー ネ

備　　　　　考名　　　　　　称

スクープストレッチャー

バ ッ グ バ ル ブ マ ス ク

バ ッ ク ボ ー ド 一 式

布 担 架

ガ ー グ ル ベ ー ス

Ｃ Ｐ Ｒ マ ネ キ ン

吸 引 器

Ａ Ｅ Ｄ ト レ ー ナ ー

静脈採血注射モデルⅠ型

気 道 管 理 ト レ ー ナ ー

蘇生訓練用生体ｼｭﾐﾚｰﾀｰ
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救助関係

住　居 2 1 3

その他 2 1 1 4

高速道路 3 3

その他 1 11 12

3 3

1 1

1 2 3

3 15 3 0 2 1 1 4 29

住　居 2 2

その他 1 1 2

高速道路 2 2

その他 1 3 4

3 3

1 1

1 1 2

3 6 3 0 1 0 1 2 16

住　居 0

その他 1 1 2

高速道路 2 2

その他 2 3 5

2 2

1 1

0

2 5 2 0 1 0 1 1 12

計
その他
の事故

建物等
による
事故

平成28.1.1～12.31

計
ガス及
び酸欠
事故

山　岳

その他屋外

ガス及
び酸欠
事故

交通
事故

屋内

道路

水　面

建物等
による
事故

その他屋外

計

建物等
による
事故

水　面

　　　　事故種別
発生場所

火災
機械に
よる
事故

風水害
等自然
災害

水難
事故

水難
事故

計

その他屋外

機械に
よる
事故

水難
事故

火災

風水害
等自然
災害

山　岳

風水害
等自然
災害

屋内

道路

平成28.1.1～12.31

　　　　事故種別
発生場所

火災
交通
事故

その他
の事故

山　岳

機械に
よる
事故

ガス及
び酸欠
事故

　　　　事故種別
発生場所

計

２３　事故種別、発生場所別救助出動状況

２４　事故種別、発生場所別救助活動状況

２５　事故種別、発生場所別救助人員状況

屋内

道路

水　面

交通
事故

その他
の事故

平成28.1.1～12.31

計
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分　　類 数量
工作車
積  載

政令
別表

3 ◎ 1

2 ◎ 1

1 ◎ 1

1 ◎ 1

1 ◎ 1

1・4 ◎ 1

1 1

24 ◎ 1

14 ◎ 1

4 ◎ 1

2 ◎ 1

4 ◎ 1

2 ◎ 1

2 ◎ 2

1 ◎ 1

10 ◎ 1

1 ◎ 1

1 ◎ 2

2 ◎ 1

2 ◎ 1

1 1

1 ◎ 1

2 ◎ 1

2 ◎ 1

1 2

1 ◎ 2

5 ◎ 1

1 ◎ 1

1 ◎ 1

1 2

1 ◎ 2

1 ◎ 1

1 ◎ 1

1 ◎ 1

2 ◎ 2

31 ◎ 1

4.6ℓ 42 1

6.75ℓ 28 ◎ 1

8.0ℓ 2 ◎ 1

2 2

2 ◎ 2

簡易呼吸器

２６　救助資機材

平成29.4.1現在

一般救助用器具

かぎ付はしご

三連はしご

ワイヤーロープはしご

空気式救助マット

救命索発射銃

サバイバースリング・救助用縛帯

平担架

カラビナ
カラビナ

スーパーカラビナ

滑車

シングル滑車

ダブル滑車

ワイヤー用滑車

重量物排除用器具

油圧ジャッキ（油圧ラムシリンダー）

大型油圧スプレッダー

可搬式ウィンチ（チルホール）

ワイヤーロープ

マンホール救助器具（ロールグリス）

マット型空気ジャッキ一式（エアマイティ）

酸素濃度測定器（ＭＳＡアルティア5)

切断用器具

大型油圧カッター

エンジンカッター

ガス溶断機（アークエアー）

チェーンソー

鉄線カッター

空気鋸

空気切断機

ガソリン溶断機（バーニングカッター）

ハンマドリル

万能斧（ＲＣバール・トップマントビ）

ハンマー

携帯用コンクリート破壊器具（ストライカー）

削岩機

有毒ガス測定器（ＭＳＡアルティア5)

資　　機　　材　　名　　称

呼吸保護用器具

空気呼吸器

本体

空気ボンベ

送排風機

検知･測定用器具

可燃性ガス測定器（ＭＳＡアルティア5)

放射線測定器

破壊用器具
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分　　類 数量
工作車
積　載

政令
別表

8 ◎ 1

5 ◎ 1

3 ◎ 2

3 ◎ 2

3 ◎ 2

3 ◎ 2

9 ◎ 1

5 ◎ 1

5 ◎ 1

6 ◎ 1

3 1

3 1

6 1

4 1

34 ◎ 1

2 1

4 1

3 1

3 1

1 1

4 ◎ 1

2 ◎ 1

1 ◎ 1

検索用器具 1 1

3 ◎ 2

4 ◎ 1

4 ◎ 1

5 ◎ 1

4 ◎ 1

2 ◎ 1

2 ◎ 1

1 ◎ 1

1 1

2 2

1 ◎ 1

2 ◎ 1

1 ◎ 1

2 ◎ 1

2 ◎ 1

1 ◎ 1

1 ◎ 1

1 ◎ 1

2 ◎ 1

2 ◎ 1

2 ◎ 1

3 ◎ 2

資　　機　　材　　名　　称

その他の携帯救助器具

耐電衣

耐電ズボン

耐電長靴

特殊ヘルメット

剣スコップ

バール大

投光器一式
投光器

※　空欄については、資器材庫及び倉庫にて保管。

バール小

ロープ登降機（ユマール）

※　政令別表を基に、災害活動用として救助隊が管理する資機材を掲載したもの。

その他の救助用器具
鉈

鎌

とび口

応急処置用セット

掛矢

つるはし

角スコップ

大斧

三脚

車両移動器具（ゴージャック）

コードリール

緩降機

携帯投光器

鋸

携帯無線機

登山器具一式

バスケット担架

簡易画像探索機

発電機

携帯拡声器

山岳救助用器具

バーティカルストレッチャー

水難救助用器具

流水救助器具一式

救命胴衣

水中投光器

救命浮環

救命ボート

船外機

水中テレビカメラ

隊員保護用器具

革手袋

耐電手袋

安全帯

防塵メガネ

携帯警報器（レスキューコール）

防毒マスク

陽圧式化学防護服

耐熱服

放射線防護服（ポケット線量計含む）
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東部方面隊

第１部

第２部

第３部

第１部

第２部

第５分団

特消班

第５部

特消班

南部方面隊

第６分団

第３部

第４部

第３部

第３部

第４部

第１部

第２部

第２部

第２部

第１部

第４部

第３部

第１部

第２部

第１分団

第５部

第６部

第２部

第２部

北部方面隊

第４分団

西部方面隊

第２分団

特消班

第１部

特消班

情報部

特消班

特消班

第７分団

第５部

第６部

第１部

第４部

特消班

ラッパ隊

女性部

第１部

特消班

第８分団

第３分団

　☆　小千谷市消防団
平成29.4.1 現在

　　１　消防団組織図

団
長

副
団
長

訓練部

技術部

警備部

予防部
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備　　　　考

初 長 井 与兵衛 Ｓ 14. 4. 1 ～Ｓ 15. 8. 8 小千谷町警防団長

２ 五十嵐 原 冶 Ｓ 15. 11. 20 ～Ｓ 17. 12. 25 〃

３ 長谷川 長 松 Ｓ 17. 12. 26 ～Ｓ 20. 9. 15 〃

４ 中 島 福 治 Ｓ 21. 5. 16 ～Ｓ 22. 8. 24

５ 濁 川 勇 蔵 Ｓ 22. 8. 25 ～Ｓ 30. 5. 13

６ 山 谷 久 六 Ｓ 30. 5. 23 ～Ｓ 36. 7. 7

７ 星 野 利 祐 Ｓ 36. 7. 8 ～Ｓ 47. 4. 30

８ 風 間 三太郎 Ｓ 47. 5. 1 ～Ｓ 54. 4. 1

９ 吉 岡 昭 和 Ｓ 54. 4. 2 ～Ｓ 62. 4. 1

10 石 田 英一郎 Ｓ 62. 4. 2 ～Ｈ 62. 9. 3

11 岡 村 寅 雄 Ｓ 62. 10. 1 ～Ｈ 5. 3. 31

12 山 岸 俊 夫 Ｈ 5. 4. 1 ～Ｈ 9. 3. 31

13 岩 渕 賢 次 Ｈ 9. 4. 1 ～Ｈ 15. 3. 31

14 大 平 和 芳 Ｈ 15. 4. 1 ～Ｈ 19. 3. 31

15 金 子 正 男 Ｈ 19. 4. 1 ～Ｈ 23. 3. 31

16 本 田  剛 Ｈ 23. 4. 1 ～Ｈ 27. 3. 31

17 富 　井 正　 志 Ｈ 27. 4. 1 ～ 現在に至る

小
　
　
千
　
　
谷
　
　
市

２　歴代消防団長

平成29.4.1 現在

区　分 在　　　　任　　　　期　　　　間氏　　　　　名
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区　分

市

2－

１小 千 谷 市 ４ ８ ３０

演習訓練等

２，０００

班　 長

（単位：円）
平成29.4.1 現在

８ 時 間 迄

３，０００

部　 長 団   員

21,500

６　消防団員の費用弁償

小千谷市

分 団 長

97,000

団　 長

67,500 48,500

副分団長副 団 長

平成29.4.1 現在

方 面 隊 数

団　員

平成29.4.1 現在

班　長

31,000 24,000

５　消防団員の階級別報酬
平成29.4.1 現在

（単位：円）

合　計

1

456

52 682

市

４　消防団員の数

市

1
回
当
り
の

出
動
手
当

４時間以内

２，０００

14

定　 員

小千谷市

うち女性

４時間を超え
６ 時 間 迄

36,000

２，５００

1

市 区 分 災　害　又　は　警　戒　出　動

６時間を超え

小 千 谷 市

副分団長 部　長

750

３　消防団の編成

団　長
区 分

区分
団　　数

4161 2

分　団　数 部　　数

22 57 190

副団長 分団長

現 　員

1 3

15－ － 11

21

24 173
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分団 部

1

2

3

4

6

1

2

3

4

5

6

2

3

1

2

3

4

1

2

3

4

5

2

※1　Ⅰ型はバンタイプ、Ⅱ型は軽トラックタイプの積載車を示す。

※3　国分寺市からの寄贈車両を示し、車両登録年月欄は寄贈後の登録年月を記載する。

―Ｈ26. 10

1 Ｈ 6. 12 モ リ タ

鴻  巣

シバウラ

Ｈ12.　4 トーハツ

トーハツ

積載車

軽積載車Ⅰ型 ※1参照 Ｈ16.　2

積載車 Ｈ25. 11

消防ポンプ自動車

軽積載車Ⅰ型　※1参照

トーハツ

Ｂ－3

消防ポンプ自動車

団本部 消防本部
―指揮広報車

Ｈ18.　2 ―

池  津

Ｈ12.　7

Ｈ16. 11

Ｈ12.　4

Ｈ24. 10 トーハツ

トーハツ

トーハツ

Ｈ15.  3

トーハツ

トーハツＨ 9. 12

ラビット

Ｈ26.  9 トーハツ

Ｈ13. 12

Ｈ16. 11 トーハツ

モ リ タ

トーハツ

トーハツ

トーハツ

Ｈ15.  3 トーハツ

Ｈ27. 10

シバウラ

Ｈ 7. 11

Ｈ20. 11

Ｈ27. 10

Ｈ26.  2

トーハツ

Ｈ22. 11Ｂ－3

Ｈ 8. 12Ｈ 8.　3 モ リ タ

Ｈ 8.  2トーハツ

Ｈ22. 11

Ｈ24. 11

Ａ－2 Ｈ 6. 12

Ｈ 8. 12

Ｂ－3

Ｈ 4. 12

Ｂ－3

Ｈ 6. 12

Ｂ－3

Ｈ12.　4

Ｈ27. 11

Ｈ 7. 11

Ｈ20. 11Ｂ－3

Ｂ－3

Ｈ 9. 12Ｂ－3

Ｂ－2

Ｂ－3 Ｈ25. 12

Ｈ26.  3

Ｈ12.　4

シバウラ

Ｈ 8. 12 トーハツ

Ｂ－3

Ｈ23.  5 日本機械工業 Ａ－2

Ａ－2

Ｂ－3

ラビット

Ｈ23.  5

Ｂ－3

Ｂ－3

Ｈ18.  9

Ｈ 9. 12

Ｈ15. 11

Ｂ－3

Ｈ21．10 トーハツ

Ｈ 9. 12

モ リ タ

シバウラ Ｂ－3

トーハツ

シバウラＨ21．10

Ｈ23. 11Ｈ23. 10

Ｂ－3 Ｈ10. 12トーハツ

Ｈ28.  9 トーハツ

Ｂ－3

Ａ－2

Ｂ－3

Ｈ18.  9

Ｈ21．10

Ｈ 7. 11

Ｈ28. 10Ｂ－3

Ｈ 8. 12

モ リ タ

Ｂ－3

Ｈ11. 12

Ｂ－3

Ｂ－3 Ｈ13. 12

Ｈ26. 10

Ｈ 5. 12

トーハツＨ11. 11

Ｈ20. 11

Ｈ25. 11

消防ポンプ自動車 ※3参照

特装車

Ｈ 5. 12

軽積載車Ⅰ型 ※1参照 Ｈ18.  9

積載車

Ｈ 8. 12

軽積載車Ⅰ型 ※1参照

Ｈ10. 12

7

1

2
桂

内ケ巻

川井新田

市ノ口

冬井(戸屋･冬井･大崩)

6

若  栃

塩  殿 積載車

芋  坂

池ケ原 特装車

特装車

軽積載車Ⅰ型 ※1参照

1

塩  谷

軽積載車Ⅰ型 ※1参照

消防ポンプ自動車干  三

軽積載車Ⅰ型 ※1参照

本  村

岩間木 軽積載車 ※2参照

浦  柄 積載車

積載車

2

土  川

山  谷

千  谷

5

3

木  津

五  辺

積載車

薭  生 積載車

4

消防ポンプ自動車

小粟田

1
軽積載車Ⅱ型 ※1参照

東  栄

三仏生

平  沢 特装車

桜  町

5
軽積載車Ⅰ型 ※1参照

積載車

積載車

時  水

四ツ子(高畑)

消防ポンプ自動車

二  俣 積載車

千谷川 積載車

上ノ山 救助資機材搭載型積載車 ※2参照

打  越 積載車

船  岡 消防ポンプ自動車

山  本 積載車

上片貝

７　消防車両・小型動力ポンプ配置一覧

Ｈ22.　9

Ａ－2 Ｈ12.　7

ポンプ
級　別

ポ ン プ
配置年月

所　　属
配　置　先

平成29.4.1 現在

1

車　両　種　別
車両登録
年　　月

Ｈ27. 11

ポ ン プ
メーカー

Ｂ－2

Ｂ－3

トーハツ

シバウラ

モ リ タ

Ｈ22.  8

Ｈ19. 10

Ｈ20. 11

Ｈ25. 11Ｂ－3

Ｂ－3

Ａ－2

Ｂ－3

Ｂ－3

Ｈ 5. 12

Ｂ－3

トーハツ

Ｈ 7. 11

屋敷(三之町)

―

Ｂ－3

―

Ｈ23. 11

Ｂ－3 Ｈ 2. 10

軽積載車Ⅱ型 ※1参照

軽積載車Ⅰ型 ※1参照

8

屋敷(一之町)

屋敷(二之町)

2

司令車

※2　総務省消防庁無償貸与車両を示す。

軽積載車Ⅰ型　※1参照

軽積載車Ⅰ型　※1参照 Ｈ19.　9

Ｂ－3

Ａ－2

Ｈ23. 10 シバウラ

―

Ｈ16.　2
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統 制 波

1 2 3

おぢやしょうぼうだんしき　  １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現 場 指 揮 本 部 １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　  １ ○ ○ 団 本 部 司 令 車 １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　１１ ○ ○ １－１(上ノ山) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　１２ ○ ○ １－２(船岡Ｐ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　１３ ○ ○ １－３ (山 本 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　１４ ○ ○ １－４(上片貝) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　１５ ○ ○ １－５ (打 越 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　１６ ○ ○ １－５ (高 畑 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　１７ ○ ○ １－６ (二 俣 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　２１ ○ ○ ２－１(土川Ｐ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　２２ ○ ○ ２－２ (時 水 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　２３ ○ ○ ２－３(千谷川) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　２４ ○ ○ ２－４ (平 沢 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　２５ ○ ○ ２－５(桜町Ｐ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　２６ ○ ○ ２－６ (山 谷 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　３１ ○ ○ ３－１(東栄Ｐ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　３２ ○ ○ ３－１ (東 栄 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　３３ ○ ○ ３－２ (薭 生 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　３４ ○ ○ ３－３ (木 津 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　４１ ○ ○ ４－１ (千 谷 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　４２ ○ ○ ４－２(小粟田) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　４３ ○ ○ ４－３(三仏生) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　４４ ○ ○ ４－４(五辺Ｐ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　５１ ○ ○ ５－１ (浦 柄 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　５２ ○ ○ ５－２(岩間木) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　５３ ○ ○ ５－２ (塩 谷 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　６１ ○ ○ ６－１(干三Ｐ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　６２ ○ ○ ６－２ (本 村 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　６３ ○ ○ ６－３ (芋 坂 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　６４ ○ ○ ６－４ (塩 殿 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　６５ ○ ○ ６－５(池ヶ原) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　６７ ○ ○ ６－６ (若 栃 ) １０ Ｈ２５

８　消防団無線設備

　　デジタル無線陸上移動局 平成29.4.1 現在

呼　出　名　称

活
動
波
１

活
動
波
２

主
運
用
波

配　置　場　所 出力(Ｗ) 製造年
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統 制 波

1 2 3

おぢやしょうぼうだん 　７１ ○ ○ ７－１ (川 井 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　７２ ○ ○ ７－１(内ヶ巻) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　７３ ○ ○ ７－１ (冬 井 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　７４ ○ ○ ７－２ ( 桂Ｐ ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　７５ ○ ○ ７－２(市ノ口) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　８１ ○ ○ ８－１(片貝Ｐ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　８２ ○ ○ ８－１ (片 貝 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　８３ ○ ○ ８－２ (鴻 巣 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　８４ ○ ○ ８－３ (片 貝 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん 　８５ ○ ○ ８－４ (池 津 ) １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２０１ ○ ○ 団 長 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２０２ ○ ○ 副 団 長 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２０３ ○ ○ 副 団 長 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２０４ ○ ○ 指 令 室 管 理 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２０５ ○ ○ 西 部 方 面 隊 長 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２０６ ○ ○ 東 部 方 面 隊 長 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２０７ ○ ○ 南 部 方 面 隊 長 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２０８ ○ ○ 北 部 方 面 隊 長 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２０９ ○ ○ 本 団 員 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２１０ ○ ○ 本 団 員 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２１１ ○ ○ 本 団 員 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２１２ ○ ○ 本 団 員 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２１３ ○ ○ 指 令 室 管 理 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２１４ ○ ○ 指 令 室 管 理 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ２１５ ○ ○ 指 令 室 管 理 　５ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ４５ ○ ○ 指 令 室 管 理 １０ Ｈ２５

おぢやしょうぼうだん ６６ ○ ○ 指 令 室 管 理 １０ Ｈ２５

１０Ｗ

１０Ｗ

　５Ｗ

 車載無線機 ４３台

 携帯無線機 １５台

 現場指揮簡易基地局 　１台

出力(Ｗ) 製造年配　置　場　所呼　出　名　称

活
動
波
１

活
動
波
２

主
運
用
波
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　分　団

施　　設

数

1棟

1棟

1棟

1台

1棟

数

1棟

1棟

1台

1基

1基

1基

 ９　消防器具置場等施設の数
平成29.4.1 現在

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 計

消防器具置場 7 6 3 4 3 6 5 3 37

ホース乾燥柱 7 6 3 5 6 9 6 3 45

2火の見櫓 1 1

モーターサイレン 7 7 4 6 14 8

※2　モーターサイレン欄は、ホース乾燥柱、火の見櫓及び集会所等に取り付けたものの合算を計上する。

寺沢消防器具置場撤去及びモーターサイレンスイッチ移設工事 5 - 1 寺　沢

場　　所

3

5 - 1 中　山

5 - 1 中　山

6 - 5

消警工第3号 細島消防器具置場撤去工事

消警工第4号 中山モーターサイレン設置工事

57

※1　消防器具置場欄は、活動拠点として車両保管に使用したものを計上する。

１０ 平成２８年度中の主な工事等の状況

消警工第1号 若栃消防器具置場屋根葺き替え工事

8

自然圧消火栓架台修繕工事

工事番号 工　　事　　名

若　栃

消警工第2号

五辺消防器具置場シャッター修繕

場　　所

ホスポール引綱取替修繕工事

― 浦柄公会堂・消防器具置場電灯スイッチ修繕 5 - 1

6 - 3 細　島

消警工第5号 中山消防器具置場撤去・防火水槽吸水管設置工事

五　辺

　次頁に続く

消警修第4号 防火水槽鉄板蓋修繕工事 2 - 1 平　成

工事番号 工　　事　　名

―

8 - 1

4 - 4

消警修第6号 中山防火水槽内泥あげ修繕工事 5 - 1 中　山

浦　柄

消警修第3号

7 - 1 大　崩

鴻　巣

消警修第5号
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前項の続き

工事番号 工　　事　　名 数

消警修第7号 小粟田消防器具置場電灯修理 1棟 4 - 2 小粟田

消警修第8号 木津消防器具置場修繕工事 1棟 3 - 3 木　津

消警修第9号 若栃消防器具置場コンセント改修修繕工事 1棟 6 - 5 若　栃

消警修第10号 池ヶ原消防器具置場シャッター修繕工事 1棟 6 - 4 池ヶ原

消警修第11号 消防器具置場シャッター修繕塗装工事 4棟 6分団
本村・塩殿・
若栃・池ヶ原

消警修第12号 戸屋自然圧消火栓修繕工事 1基 7 - 1 戸　屋

消警修第13号 東小千谷防災センター赤色灯取替修繕工事 1棟 3 - 1 東　栄

消警修第14号 桜町消防器具置場赤色灯及びセンサー取替修繕工事 1棟 2 - 5 桜　町

消警修第15号 上ノ山消防器具置場赤色灯取替修繕工事 1棟 1 - 1 上ノ山

消警修第16号 上片貝消防器具置場赤色灯取替修繕工事 1棟 1 - 4 上片貝

消警修第17号 四ッ子消防器具置場赤色灯取替修繕工事 1棟 1 - 5
高 畑
(四ッ子)

消警修第18号 時水消防器具置場赤色灯取替修繕工事 1棟 2 - 2 時　水

消警修第19号 薭生消防器具置場赤色灯取替修繕 1棟 3 - 2 薭　生

消警修第20号 塩谷消防器具置場赤色灯取替修繕 1棟 5 - 2 塩　谷

消警修第21号 干三消防器具置場赤色灯取替修繕 1棟 6 - 1 干　三

消警修第22号 芋坂消防器具置場赤色灯取替修繕 1棟 6 - 4 芋　坂

消警修第23号 塩殿消防器具置場赤色灯取替修繕 1棟 6 - 3 塩　殿

消警修第24号 若栃消防器具置場赤色灯取替修繕 1棟 6 - 5 若　栃

消警修第25号 川井新田消防器具置場赤色灯取替修繕 1棟 7 - 1 川井新田

消警修第26号 内ヶ巻消防器具置場赤色灯取替修繕 1棟 7 - 1 内ヶ巻

消警修第27号 冬井消防器具置場赤色灯取替修繕 1棟 7 - 1 冬　井

― 上ノ山消防器具置場外壁入線カバー取替修繕 1棟 1 - 1 上ノ山

工事番号 工　　事　　名 数

建他(消)第3号 耐震性防火水槽（山本山）設置工事 1基 1 - 3 山　本

建他(消)第4号 耐震性防火水槽（岩沢山谷）設置工事 1基 7 - 2 岩沢山谷

場　　所

場　　所
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　　４　会員数

事 業 所 等

(16)項ロ複合用途対象物

管

理

権

原

者

(平成２９年４月１日現在)１８５事業所

(16)項イ複合用途対象物

学 校 ・ 図 書 館 等

工 場 ・ 作 業 所 等

官 公 署 ・ 銀 行

百貨店・マーケット等

病 院 ・ 診 療 所 等

保 育 所 ・ 幼 稚 園 等

昭和５５年　４月　１日 ～ 現在に至る                小千谷地域防火管理協会

小
千
谷
地
域
防
火
管
理
協
会

映 画 館 ・ 遊 技 場

料 理 店 ・ 飲 食 店

　　２　組織・機構

（４）火災原因等防火情報の交換に関すること。

１　小千谷地域防火管理協会

防

火

管

理

者

　　１　設  立

昭和４０年　７月１２日 ～ 昭和５５年　３月３１日　　小千谷市防火管理協会　

　　３　主たる事業

（１）消防機関と自衛消防隊との連携に関すること。

（２）関係法令等の周知徹底に関すること。

（３）防火思想の普及高揚に関すること。

旅 館 ・ ホ テ ル

（５）消防訓練及び講習に関すること。

（６）防火管理者の教育に関すること。

（７）消防計画の研究に関すること。

（８）消防功労者の表彰に関すること。

（９）その他、本会の目的達成に必要な事業
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　 １　設　立

(1)　　危険物の災害予防思想の普及徹底に関すること。

(2)　　危険物の安全な取扱い及び維持管理の研究に関すること。

(3)　　危険物の取扱いに関する各種講習会の実施に関すること。

(4)　　機関誌及び資料の発行に関すること。

(5)　　優良会員等の表彰に関すること。

(6)　　その他目標達成に必要な事項

　 ４　会員数      

７７事業所（平成２９年３月３１日現在）

２　新潟県危険物安全協会小千谷地区支会

小
千
谷
地
区
支
会

　　昭和３５年　６月　６日 ～ 平成１８年　３月３１日

（財）新潟県危険物安全協会北魚沼地区支会

（財）新潟県危険物安全協会小千谷地区支会

　　平成２５年　４月　１日 ～　現在に至る

新潟県危険物安全協会小千谷地区支会

　 ３　主たる事業

　  平成１８年　４月　１日 ～ 平成２５年　３月３１日

　 ２　組織・機構

小  千  谷  市

長岡市川口地域

新
潟
県
危
険
物
安
全
協
会
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３　小千谷市幼少年防火委員会

  １　経　過

昭和５６年１０月１３日 小千谷地域少年消防クラブ、小千谷地域婦人防火クラブ設立

昭和５７年 ７月１５日 上記２クラブを統合し、小千谷地域少年婦人防火委員会設立

昭和５９年 ５月１６日 小千谷地域幼年消防クラブ設立

平成１０年 ５月１５日 小千谷地域幼年消防クラブを統合し、小千谷地域幼少年婦人防

火委員会へ名称変更

平成１４年 ９月２７日 会則を変更し、小千谷地域幼少年婦人防火委員会のクラブ組織

一本化

平成２２年 ８月 ４日 会則を一部改正し、小千谷市幼少年防火委員会に組織を変更

平成２５年 ４月 １日

  ２  組織・機構

幼年消防
クラブ

少年少女消防クラブ

少年少女消防クラブ

少年少女消防クラブ

少年少女消防クラブ

吉 谷 小 学 校

南 小 学 校

小 千 谷 小 学 校

西 保 育 園

東小千谷小学校

千 田 中 学 校 少年少女消防クラブ

南 中 学 校 少年少女消防クラブ

岩沢小学校、真人小学校、川井小学校、塩殿小学校が南小学校

に統廃合される

少年少女
消防クラブ

認定こども園つくし幼稚園

小 千 谷 市 幼 少 年

幼 年 消 防 ク ラ ブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

防 火 委 員 会

東 山 小 学 校 少年少女消防クラブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

和 泉 小 学 校 少年少女消防クラブ

南 保 育 園

ひばり認定こども園

東 保 育 園

認定こども園小千谷幼稚園

幼 年 消 防 ク ラ ブ

少年少女消防クラブ千 田 小 学 校

北 保 育 園

幼 年 消 防 ク ラ ブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

片 貝 保 育 園

吉 谷 保 育 園

幼 年 消 防 ク ラ ブ

高 梨 保 育 園

幼 年 消 防 ク ラ ブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

わ か ば 保 育 園

す み れ 保 育 園

真 人 保 育 園

岩 沢 保 育 園
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　　ア　防火防災知識の普及徹底

　　イ　防火防災のための研修及び訓練

　　ウ　各クラブ等関係組織相互間の連絡・調整

　　エ　事業所研修

　　オ　消防フェスティバルの参加・協力

　　カ　その他本会の目的達成に必要な事項

　　ア　クラブの運営指導の研究に関する事項

　　イ　クラブの育成指導に関する事項

　　ウ　クラブの情報の交換に関する事項

　　エ　外部との連絡に関する事項

　　オ　その他本会の目的達成に必要な事項

　　ア　クラブの運営指導の研究に関する事項

　　イ　クラブの育成指導に関する事項

　　ウ　クラブの情報の交換に関する事項

　　エ　外部との連絡に関する事項

　　オ　その他本会の目的達成に必要な事項

  ３　主たる事業

　・　小千谷市少年少女消防クラブ　

  ・　小千谷市幼少年防火委員会　

　・　小千谷市幼年消防クラブ　  　　    531名

　４　会員数                  （平成２９年４月１日現在）

　・　小千谷市幼年消防クラブ　

　・　小千谷市少年少女消防クラブ　    1,751名
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４　小千谷市婦人防火クラブ連絡協議会

  １　経　過

昭和５６年１０月１３日

昭和５７年 ７月１５日

昭和５９年 ５月１６日

平成１０年 ５月１５日

平成１４年 ９月２７日

平成２１年 ４月 １日

平成２２年 ８月 ４日

  ２  組織・機構

　　ア　クラブの運営指導の研究に関する事項

　　イ　クラブの育成指導に関する事項

　　ウ　クラブの情報の交換に関する事項

　　エ　クラブ等の未設置区域の解消及び組織の拡大・強化　

　　オ　外部との連絡に関する事項

　　カ　その他本会の目的達成に必要な事項

　４　会員数                  （平成２９年４月１日現在）

・　小千谷市婦人防火クラブ連絡協議会　      117名

婦 人 防 火 ク ラ ブ

三 仏 生

土 川

婦 人 防 火 ク ラ ブ

  ３　主たる事業

婦 人 防 火 ク ラ ブ

干 三 婦 人 防 火 ク ラ ブ

本 村

婦 人 防 火 ク ラ ブ

芋 坂 ・ 時 之 島 婦 人 防 火 ク ラ ブ

上 ノ 山

婦 人 防 火 ク ラ ブ

石 名 坂

小千谷市婦人防火クラブ連絡協議会設立

小千谷地域幼年消防クラブを統合し、小千谷地域幼少年婦人防

火委員会へ名称変更

会則の一部改正

小千谷市婦人防火クラブ

連 絡 協 議 会

上記２クラブを統合し、小千谷地域少年婦人防火委員会設立

小千谷地域幼年消防クラブ設立

小千谷地域少年消防クラブ、小千谷地域婦人防火クラブ設立

会則を変更し、小千谷地域幼少年婦人防火委員会のクラブ組織

一本化
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